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『
大
倉
山
論
集
』
第
六
十
七
輯

　
令
和
三
年
三
月

は
じ
め
に

　

筆
者
は
こ
れ
ま
で
、
明
治
初
期
に
東
本
願
寺
（
真
宗
大
谷
派
）
が
行
っ
た
中
国
布
教
と
、
同
派
上
海
別
院
に
お
け
る
日
本
人
僧
侶
と
清

末
文
人
と
の
漢
詩
文
を
介
し
た
文
化
交
流
に
つ
い
て
、
加
賀
出
身
の
真
宗
僧
で
あ
る
松
本
白
華
と
北
方
心
泉（

１
）を

中
心
に
、
本
誓
寺
（
石
川

県
白
山
市
）・
白
山
市
立
松
任
図
書
館
白
華
文
庫
（
同
）
所
蔵
の
白
華
旧
蔵
資
料
や
、
常
福
寺
（
金
沢
市
）
所
蔵
の
心
泉
旧
蔵
資
料
な
ど

を
用
い
て
研
究
を
進
め
て
来
た
。

　

明
治
初
期
か
ら
戦
前
ま
で
の
東
本
願
寺
の
中
国
布
教
に
つ
い
て
詳
述
し
た
も
の
に
、『
東
本
願
寺
上
海
開
教
六
十
年
史（

２
）』

が
あ
る
。
こ

れ
は
編
纂
当
時
、
上
海
別
院
に
所
蔵
し
て
い
た
資
料
や
、
小
栗
栖
香
頂（

３
）・

谷
了
然（

４
）・

岳
崎
正
鈍（

５
）、

菊
池
秀
言（

６
）ら

布
教
僧
の
旧
蔵
資
料
や
、

彼
ら
か
ら
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
も
と
に
編
纂
さ
れ
た
も
の
で
、
そ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
や
翻
刻
資
料
を
収
録
す
る
。

　

こ
の
ほ
か
先
行
研
究
と
し
て
、
日
本
仏
教
の
布
教
権
に
関
す
る
も
の
に
、
佐
藤
三
郎
「
中
国
に
お
け
る
日
本
仏
教
の
布
教
権
を
め
ぐ
っ

て（
７
）」、

入
江
昭
「
中
国
に
お
け
る
日
本
仏
教
布
教
問
題
―
清
末
日
中
関
係
の
一
断
面
―（

８
）」、

藤
田
賀
久
「
侵
略
と
連
帯
の
交
錯
―
日
本
仏
教

の
布
教
権
要
求
と
対
華
二
一
か
条
を
中
心
に（

９
）」、

小
川
原
正
道
「
対
華
二
十
一
箇
条
要
求
と
仏
教
―
布
教
権
を
め
ぐ
っ
て（

（1
（

」
が
あ
る
。

　

日
清
戦
争
後
に
東
本
願
寺
が
中
国
各
地
に
設
置
し
た
東
文
（
日
文
）
学
堂
に
関
す
る
も
の
に
、
細
野
浩
二
「
清
末
中
国
に
お
け
る
「
東

文
学
堂
」
と
そ
の
周
辺
―
明
治
末
日
本
の
教
育
権
収
奪
の
論
理
を
め
ぐ
る
素
描
―（

（1
（

」、
久
木
幸
男
「
金
陵
東
文
学
堂
と
清
沢
満
之（

（1
（

」、
劉
建

雲
「
清
末
中
国
に
お
け
る
東
本
願
寺
の
東
文
学
堂（

（1
（

」
が
あ
る
。

　

中
国
布
教
を
進
め
た
小
栗
栖
香
頂
に
つ
い
て
詳
述
し
た
も
の
に
、
陳
継
東
『
清
末
仏
教
の
研
究
―
楊
文
会
を
中
心
と
し
て（

（1
（

』・
同
『
小

栗
栖
香
頂
の
清
末
中
国
体
験
―
近
代
日
中
仏
教
交
流
の
開
端（

（1
（

』、
中
村
薫
『
日
中
浄
土
教
論
争
―
小
栗
栖
香
頂
『
念
仏
圓
通
』
と
楊
仁

山（
（1
（

』・
同
『
楊
仁
山
の
「
日
本
浄
土
教
」
批
判
―
小
栗
栖
香
頂
『
真
宗
教
旨
』
を
め
ぐ
る
日
中
論
争（

（1
（

』
な
ど
が
あ
る
。
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白
華
文
庫
蔵
「
真
宗
説
教
」
に
つ
い
て
（
川
邉
）

　

こ
れ
ら
は
、
外
交
資
料
や
宗
門
の
雑
誌
記
事
あ
る
い
は
浄
福
寺
（
山
形
県
酒
田
市
）・
妙
正
寺
（
大
分
市
）・
永
福
寺
（
福
岡
県
久
留
米

市
）
な
ど
の
寺
院
に
遺
さ
れ
て
い
た
布
教
僧
の
旧
蔵
資
料
を
活
用
す
る
が
、
い
ず
れ
も
白
華
と
心
泉
の
旧
蔵
資
料
は
用
い
て
い
な
い
。

　

筆
者
は
、
白
華
に
つ
い
て
は
自
身
の
学
統
で
あ
る
咸
宜
園
の
人
脈
が
、
明
治
初
年
に
お
け
る
東
本
願
寺
と
明
治
新
政
府
と
の
関
係
構
築

や
、
海
外
宗
教
事
情
視
察
（
明
治
五
～
六
年
）
の
実
施
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
点
や
、
白
華
の
よ
う
に
咸
宜
園
お
よ
び
そ
の
系
統
の

塾
で
学
ん
だ
真
宗
僧
が
、
そ
の
後
本
山
や
海
外
布
教
で
活
躍
し
た
点
を
明
ら
か
に
し
た
。
心
泉
に
つ
い
て
は
、
明
治
十
年
代
お
よ
び
三
十

年
代
に
清
国
に
渡
航
し
て
お
り
、
布
教
活
動
の
変
遷
や
清
末
文
人
と
の
交
流
の
実
態
や
、
こ
の
交
流
を
通
じ
て
い
か
に
書
家
と
な
っ
て

い
っ
た
か
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
た
。

　

そ
の
研
究
成
果
と
し
て
、
博
士
論
文
「
明
治
期
の
東
本
願
寺
上
海
別
院
に
お
け
る
布
教
活
動
と
文
人
交
流
―
北
方
心
泉
・
松
本
白
華
を

例
と
し
て
」（
二
松
学
舎
大
学
、
平
成
二
十
二
年
三
月
）
を
ま
と
め
た
拙
著
『
東
本
願
寺
中
国
布
教
の
研
究（

（1
（

』
を
出
版
し
た
。

　

そ
の
後
、
筆
者
が
研
究
代
表
を
つ
と
め
る
科
研
費
「
北
九
州
の
真
宗
を
例
と
し
た
仏
教
近
代
化
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
」（
研
究
課
題

番
号
２
４
６
１
７
０
１
８
、
基
盤
研
究
（
Ｃ
）、
平
成
二
十
四
年
度
～
二
十
六
年
度
）
が
採
択
さ
れ
た
。
本
研
究
で
は
、
海
外
布
教
に
従

事
し
た
真
宗
僧
に
九
州
出
身
者
や
私
塾
・
咸
宜
園
の
出
身
者
が
多
か
っ
た
点
に
着
目
し
て
、
東
本
願
寺
の
中
国
お
よ
び
琉
球
布
教
等
に
つ

い
て
研
究
を
進
め
、
そ
の
成
果
を
ま
と
め
た
『
浄
土
真
宗
と
近
代
日
本
―
東
ア
ジ
ア
・
布
教
・
漢
学（

（1
（

』
を
出
版
し
た
。
こ
の
間
、
白
華
の

自
坊
で
あ
る
本
誓
寺
・
白
華
文
庫
、
心
泉
の
自
坊
で
あ
る
常
福
寺
、
上
海
図
書
館
蔵
書
楼
（
中
国
・
上
海
市
）
な
ど
で
、
引
き
続
き
関
係

資
料
の
調
査
を
進
め
る
と
と
も
に
、
資
料
翻
刻
を
行
っ
て
き
た（

（2
（

。

　

こ
の
た
び
翻
刻
す
る
「
真
宗
説
教
」（
以
下
、
本
資
料
）
は
、
白
山
市
立
松
任
図
書
館
白
華
文
庫
に
所
蔵
す
る
松
本
白
華
旧
蔵
資
料
の

一
つ
で
あ
る
。

　

松
本
白
華
は
東
本
願
寺
の
僧
侶
で
、
天
保
九
年
十
二
月
十
三
日
（
一
八
三
九
年
一
月
二
十
七
日
）
に
加
賀
国
松
任
の
坂
本
山
本
誓
寺
に
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『
大
倉
山
論
集
』
第
六
十
七
輯

　
令
和
三
年
三
月

同
寺
第
二
十
四
世
達
命
の
次
男
と
し
て
生
ま
れ
た
。
幼
名
は
隼
丸
、
名
は
厳
護
、
白
華
・
西
塘
・
林
泉
・
孤
末
・
仙
露
閣
と
号
し
た
。

　

嘉
永
三
年
（
一
八
五
〇
）
に
、
京
都
で
宮
原
節
庵（

（2
（

に
書
を
、
海
原
謙
蔵
・
劉
昇（

（2
（

に
漢
学
を
学
び
、
嘉
永
五
年
（
一
八
五
二
）
に
大
坂
の

廣
瀬
旭
荘（

（2
（

塾
（
大
坂
咸
宜
園
）
に
入
門
し
、
咸
宜
園
出
身
の
長
三
洲
・
劉
石
秋
・
柴
秋
邨
ら
と
出
会
っ
て
い
る
。

　

幕
末
維
新
期
、
諸
宗
同
徳
会
盟
に
参
加
し
た
ほ
か
、
明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
に
は
浦
上
四
番
崩
れ
で
金
沢
に
流
刑
さ
れ
た
キ
リ
シ
タ

ン
の
改
宗
活
動
や
、
明
治
三
年
（
一
八
七
〇
）
に
発
生
し
た
富
山
合
廃
寺
事
件
で
は
現
地
に
赴
き
実
況
見
分
に
あ
た
っ
た
。

　

明
治
四
年
（
一
八
七
一
）、
白
華
は
小
栗
栖
香
頂
や
、
そ
の
弟
の
小
栗
憲
一（

（2
（

ら
と
と
も
に
、
東
京
で
宗
名
恢
復
（
一
向
宗
→
浄
土
真

宗
）
に
従
事
し
た
。

　

当
時
東
京
で
は
、
秋
月
橘
門
や
長
梅
外
ら
咸
宜
園
出
身
者
を
中
心
に
漢
詩
結
社
・
玉
川
吟
社（

（2
（

が
結
成
さ
れ
て
お
り
、
白
華
も
こ
れ
に
参

加
し
た
。
白
華
は
こ
こ
で
漢
詩
文
に
よ
る
交
流
を
行
っ
た
ほ
か
、
主
宰
者
の
一
人
で
あ
る
長
三
洲
（
長
梅
外
の
子
）
を
通
じ
て
、
江
藤
新

平
と
の
関
係
を
構
築
す
る
こ
と
に
成
功
し
、
東
本
願
寺
の
海
外
視
察
を
実
現
し
た（

（2
（

。

　

白
華
は
明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
か
ら
明
治
十
年
（
一
八
七
七
）
ま
で
教
部
省
の
官
吏
を
つ
と
め
た
が
、
こ
の
間
、
明
治
五
年
（
一
八

七
二
）
九
月
か
ら
大
谷
光
瑩
（
現
如
）、
石
川
舜
台
、
関
信
三
、
成
島
柳
北
（
旧
幕
臣
）
と
と
も
に
海
外
視
察
を
行
っ
て
い
る
（
白
華
と

現
如
は
翌
年
八
月
に
帰
国
）。
明
治
十
年
（
一
八
七
七
）
十
一
月
か
ら
十
一
年
（
一
八
七
八
）
八
月
ま
で
上
海
別
院
輪
番
を
つ
と
め
、
明

治
十
二
年
（
一
八
七
九
）
二
月
に
帰
国
し
た
後
は
本
誓
寺
に
戻
り
遙
及
社
を
再
開
し
、
真
宗
学
を
中
心
と
し
た
地
元
子
弟
の
教
育
に
あ

た
っ
た
。

　

明
治
四
十
三
年
（
一
九
一
〇
）、
本
山
議
制
局
議
長
に
就
任
し
、
明
治
四
十
四
年
（
一
九
一
一
）
に
権
僧
正
、
大
正
十
四
年
（
一
九
二

五
）
に
僧
正
と
な
り
、
大
正
十
五
年
（
一
九
二
六
）
二
月
五
日
に
歿
し
た
。
享
年
八
十
九
歳
。

　

昭
和
二
年
（
一
九
二
七
）、
本
誓
寺
の
境
内
に
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
二
階
建
て
の
書
庫
・
白
華
文
庫
が
落
成
し
、
白
華
の
旧
蔵
書
等
が
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白
華
文
庫
蔵
「
真
宗
説
教
」
に
つ
い
て
（
川
邉
）

収
蔵
さ
れ
た
が
、
の
ち
に
松
任
市
中
央
図
書
館
（
現
白
山
市
立
松
任
図
書
館
）
へ
移
管
さ
れ
、『
松
任
本
誓
寺　

白
華
文
庫
目
録（

（2
（

』
が
刊

行
さ
れ
、
現
在
に
い
た
っ
て
い
る
。

　

著
書
に
『
正
因
弁
惑
論
』（
明
治
十
七
年
）
が
、
漢
詩
集
に
『
金
城
繁
華
三
十
闋
』（
明
治
四
年
）、『
西
塘
俚
歌
』（
明
治
二
十
二
～
二

十
四
年
）、『
越
蓑
能
笠
』（
明
治
二
十
二
年
）、『
白
華
餘
事
』（
大
正
五
年
）
が
あ
る
ほ
か
、
歿
後
に
洋
行
日
記
『
松
本
白
華
航
海
録（

（2
（

』

（
漢
文
、
明
治
五
～
六
年
）
や
、『
白
華
護
法
録（

（2
（

』、『
白
華
備
忘
録（

（3
（

』、『
白
華
教
部
省
雑
纂（

（3
（

』、『
露
珠
閣
叢
書（

（3
（

』、『
備
忘
謾
録（

（3
（

』
が
翻
刻
さ

れ
て
い
る
。一　

明
治
初
期
に
お
け
る
東
本
願
寺
の
中
国
布
教

　

こ
こ
で
、
幕
末
維
新
期
の
東
本
願
寺
が
置
か
れ
た
状
況
や
、
海
外
布
教
に
い
た
る
ま
で
の
経
緯
、
中
国
布
教
の
実
態
を
見
て
い
き
た
い
。

　

明
治
初
期
、
宗
門
で
は
以
下
の
改
革
を
進
め
て
い
た
。

① 

本
山
改
革
（
寺
侍
か
ら
僧
侶
に
よ
る
宗
務
）

② 

海
外
宗
教
事
情
視
察
（
大
谷
光
瑩
・
松
本
白
華
・
石
川
舜
台
・
関
信
三
・
成
島
柳
北
）

③ 

翻
訳
局
開
設
（
局
長
成
島
柳
北
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
・
キ
リ
ス
ト
教
関
係
洋
書
の
和
訳
）

④ 

英
国
へ
の
留
学
生
派
遣
（
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
研
究
、
笠
原
研
寿
・
南
條
文
雄
）

⑤ 

禁
教
地
・
海
外
布
教
（
北
海
道
・
鹿
児
島
・
隠
岐
・
琉
球
・
清
国
・
朝
鮮
な
ど
）

⑥ 

教
育
制
度
改
革
（
学
寮
→
教
校
）

　

こ
の
時
期
、
白
華
は
②
海
外
宗
教
事
情
視
察
（
明
治
五
～
六
年
）
に
参
加
し
、
こ
れ
を
受
け
て
③
翻
訳
局
開
設
・
④
英
国
へ
の
留
学
生
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『
大
倉
山
論
集
』
第
六
十
七
輯

　
令
和
三
年
三
月

派
遣
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
後
は
⑤
海
外
布
教
に
従
事
し
上
海
別
院
輪
番
（
明
治
十
～
十
一
年
）
を
つ
と
め
て
お
り
、
白
華
は
宗
門
に
お
い

て
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

　

な
お
、
前
述
の
通
り
幕
末
維
新
期
に
本
山
で
活
躍
し
た
僧
侶
に
は
、
咸
宜
園
お
よ
び
そ
の
系
統
の
私
塾
出
身
者
が
多
く
い
た
が
、
白
華

も
ま
た
そ
の
一
人
で
あ
っ
た（

（3
（

。

　

次
に
、
明
治
期
に
お
け
る
東
本
願
寺
の
中
国
布
教
に
つ
い
て
見
て
い
き
た
い
。

　

小
栗
栖
香
頂
は
明
治
六
年
（
一
八
七
三
）
に
、
白
華
の
帰
国
と
入
れ
替
わ
る
形
で
「
支
那
弘
教
係
」
と
し
て
北
京
に
滞
在
し
、
中
国
語

（
北
京
語
）
を
習
得
す
る
と
と
も
に
、
各
地
を
視
察
し
た
ほ
か
、
日
中
印
仏
教
三
国
同
盟
を
結
ぶ
こ
と
な
ど
を
提
唱
し
た
。
香
頂
の
弟
で

あ
る
小
栗
憲
一
は
、
香
頂
の
手
紙
を
ま
と
め
た
「
支
那
開
宗
見
込（

（3
（

」
を
本
山
に
提
出
し
、
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
（
ラ
マ
教
）
と
聯
繫
す
る
こ
と
、

南
京
を
布
教
の
拠
点
と
す
る
こ
と
や
、
阿
弥
陀
如
来
の
ほ
か
に
太
神
宮
や
孔
子
を
祀
る
こ
と
な
ど
を
提
唱
し
た
。
香
頂
は
帰
国
後
、『
真

言
宗
大
意
』（
一
八
七
七
年
）・『
喇
嘛
教
沿
革
』（
同
）
や
、
布
教
用
テ
キ
ス
ト
『
真
宗
教
旨
』（
漢
文
、
一
八
七
六
年
）
を
執
筆
し
、
こ

の
『
真
宗
教
旨
』
は
の
ち
に
中
国
・
朝
鮮
布
教
で
使
用
さ
れ
た
。

　

当
時
、
東
本
願
寺
は
長
州
閥
と
緊
密
で
あ
っ
た
西
本
願
寺
（
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
）
に
対
抗
す
る
意
味
か
ら
、
江
藤
新
平
・
三
條
実
美

ら
長
州
閥
で
な
い
明
治
新
政
府
要
人
と
の
関
係
を
強
化
し
た
。

　

江
藤
新
平
は
岩
倉
具
視
に
提
出
し
た
「
対
外
策（

（3
（

」（
一
八
七
一
年
三
月
五
日
）
の
中
で
、
日
本
人
僧
侶
を
布
教
と
諜
報
に
あ
た
ら
せ
よ

う
と
す
る
旨
の
建
言
を
行
っ
て
お
り
、
香
頂
の
中
国
渡
航
は
、
こ
の
意
嚮
を
受
け
て
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

そ
の
後
、
江
藤
は
征
韓
論
（
明
治
六
年
の
政
変
）
に
よ
っ
て
下
野
し
た
が
、
東
本
願
寺
は
江
藤
に
代
わ
っ
て
大
久
保
利
通
と
の
関
係
を

構
築
し
た
。

　

東
本
願
寺
は
明
治
九
年
（
一
八
七
六
）
に
琉
球
・
上
海
で
、
翌
明
治
十
年
（
一
八
七
七
）
に
は
釜
山
で
布
教
活
動
を
開
始
し
た
。
小
栗
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栖
香
頂
は
中
国
布
教
に
あ
た
っ
て
外
務
卿
寺
島
宗
則
か
ら
、
奥
村
圓
心
は
朝
鮮
布
教
に
あ
た
っ
て
大
久
保
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
激
励
を
受
け
た

と
さ
れ
る（

（3
（

。
さ
ら
に
、
琉
球
布
教
に
あ
た
っ
た
田
原
法
水
は
、
明
治
十
年
（
一
八
七
七
）
に
発
生
し
た
真
宗
法
難
事
件
（
琉
球
藩
庁
が
信

徒
を
逮
捕
・
処
罰
し
た
事
件
）（

（3
（

に
際
し
て
大
久
保
に
直
訴
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
東
本
願
寺
の
海
外
布
教
（
琉
球
・
清
国
・

朝
鮮
）
は
大
久
保
等
の
意
嚮
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
か
っ
た
と
思
わ
れ
る（

（3
（

。

　

さ
て
、
小
栗
栖
香
頂
・
谷
了
然
・
倉
谷
哲
僧
・
崖
辺
賢
超
・
日
野
順
證
（
当
初
の
予
定
で
は
占
部
順
謙
）
は
明
治
九
年
（
一
八
七
六
）

七
月
十
三
日
、
河
崎
顕
成
は
同
月
二
十
日
に
上
海
に
到
着
し
、
八
月
十
二
日
に
上
海
英
租
界
北
京
路
に
上
海
別
院
を
開
院
し
、
二
十
日
に

御
入
仏
供
養
会
を
行
っ
た
が
、
そ
の
主
た
る
目
的
は
中
国
人
に
対
す
る
布
教
活
動
で
あ
っ
た
。
別
院
設
置
に
先
立
つ
七
月
十
九
日
に
は
、

日
本
領
事
館
の
一
室
を
「
語
学
校
」
と
し
て
、
日
本
人
留
学
僧
の
崖
辺
賢
超
・
日
野
順
證
に
対
し
て
中
国
語
教
育
（
南
京
語
・
上
海
語
）

が
は
じ
ま
り
、
の
ち
に
本
山
直
轄
の
八
大
教
校
の
一
つ
で
あ
る
江
蘇
教
校
と
な
っ
た
。
ま
た
、
谷
ら
は
武
漢
・
南
京
な
ど
の
長
江
流
域

（
七
月
二
十
八
日
～
八
月
十
日（

（4
（

）
や
、
浙
江
省
・
江
蘇
省
（
九
月
五
日
～
九
月
二
十
六
日（

（4
（

）
を
視
察
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
中
国
文
人
に

よ
る
翻
訳
説
教
（
上
海
語
）
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、「
真
宗
説
教
」（
漢
文
、
第
一
号
～
第
九
号
）
が
岳
崎
正
鈍
や
白
華
ら
日
本
人
僧
侶
に

よ
っ
て
執
筆
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
説
教
用
の
テ
キ
ス
ト
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
後
述
す
る
よ
う
に
こ
の
た
び
翻
刻
す
る
本
資

料
は
、
こ
の
「
真
宗
説
教
」
を
の
ち
に
改
め
て
印
刷
・
出
版
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

一
方
、
日
本
人
居
留
民
に
対
し
て
も
、
日
本
人
布
教
僧
に
よ
っ
て
説
教
・
仏
事
・
葬
儀
が
行
わ
れ
て
い
た（

（4
（

ほ
か
、
医
療
・
教
育
・
日
本

人
墓
地
の
管
理
な
ど
公
共
の
サ
ー
ビ
ス
も
行
わ
れ
た
。
当
時
上
海
に
は
ま
だ
日
本
人
医
師
が
お
ら
ず
、
明
治
十
年
（
一
八
七
七
）
に
日
本

か
ら
医
師
早
川
純
嘏
が
別
院
に
派
遣
さ
れ
た
。
早
川
の
帰
国
後
も
日
本
か
ら
医
師
を
呼
び
寄
せ
て
、
引
き
続
き
活
動
を
行
っ
た
。
同
年
九

月
一
日
に
育
嬰
堂
が
開
設
さ
れ
、
小
学
教
育
が
行
わ
れ
た
。
明
治
十
六
年
（
一
八
八
三
）
に
は
、
同
じ
く
小
学
教
育
を
行
う
親
愛
舎
が
開

設
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
、
洋
妾
向
け
の
教
育
が
小
栗
栖
香
頂
の
妻
、
郁
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
。
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し
か
し
な
が
ら
、
明
治
十
一
年
（
一
八
七
八
）
三
月
、
海
外
布
教
に
積
極
的
で
あ
っ
た
石
川
舜
台
が
宗
務
の
長
を
辞
任
し
、
同
年
三
月

渥
美
契
縁
に
交
替
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
石
川
に
近
か
っ
た
北
方
祐
央
（
心
泉
の
兄
）・
谷
了
然
（
上
海
別
院
初
代
輪
番
）
は
寺
務
所
役

を
罷
免
さ
れ
、
同
じ
く
白
華
・
心
泉
等
は
更
迭
さ
れ
帰
国
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

明
治
十
二
年
（
一
八
七
九
）
に
上
海
別
院
は
消
滅
し
た
形
と
な
り
（
実
際
に
は
存
続
）、
明
治
十
四
年
（
一
八
八
一
）
に
は
実
在
し
な

い
北
京
別
院
の
上
海
出
張
所
に
格
下
げ
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
、
明
治
十
八
年
（
一
八
八
五
）
に
布
教
活
動
は
再
開
さ
れ
る
も
の
の
、
そ
の
対
象
は
中
国
人
で
は
な
く
、
在
留
邦
人
で
あ
っ
た
。

二　

上
海
別
院
に
お
け
る
松
本
白
華　

　

こ
こ
で
、
上
海
別
院
に
お
け
る
白
華
の
活
動
に
つ
い
て
見
て
お
き
た
い
。

　

前
述
の
通
り
、
白
華
は
明
治
十
年
（
一
八
七
七
）
十
月
四
日
上
海
別
院
に
到
着
し
、
十
一
月
四
日
か
ら
明
治
十
一
年
（
一
八
七
八
）
八

月
六
日
ま
で
上
海
別
院
の
輪
番
を
つ
と
め
、
宗
務
や
日
本
人
留
学
生
の
監
督
の
ほ
か
本
資
料
の
作
成
に
あ
た
っ
た
。

　

こ
の
間
、
白
華
は
仏
教
者
と
の
交
流
を
進
め
、
楊
仁
山
と
会
見
し
、
当
時
ロ
ン
ド
ン
に
留
学
中
だ
っ
た
南
條
文
雄
を
紹
介
し
て
い
る
。

ま
た
、
白
華
と
の
交
流
を
通
じ
て
信
者
と
な
り
、
小
栗
栖
香
頂
『
真
宗
教
旨
』
を
自
費
で
覆
刻
し
た
蘇
州
の
許
霊
虗
な
ど
が
い
た（

（4
（

。

　

一
方
、
上
海
別
院
で
は
前
述
し
た
宗
務
の
ほ
か
、
白
華
や
心
泉
を
は
じ
め
と
す
る
日
本
人
僧
侶
と
清
末
文
人
さ
ら
に
は
日
本
文
人
と
の

漢
詩
文
を
介
し
た
交
流
が
進
め
ら
れ
て
い
た（

（4
（

。

　

岳
崎
正
鈍
「
支
那
在
勤
襍
志
」（
以
下
、
岳
崎
「
襍
志
」（

（4
（

）
に
は
、
こ
れ
ら
の
交
流
を
持
っ
た
海
上
派
文
人
や
、
日
本
文
人
に
大
倉
雨

村（
（4
（

・
内
海
吉
堂（

（4
（

・
巨
勢
小
石（

（4
（

・
鳩
居
堂
安
兵
衛（

（4
（

・
吉
嗣
拝
山（

（5
（

ら
の
名
が
見
え
る
。
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白
華
旧
蔵
の
葛
元
煦
『
滬
游
雑
記
』
四
巻
（
光
緒
二
年
（
一
八
七
六
）
序
、
白
華
文
庫
蔵
）
に
は
、
白
華
ら
が
交
流
を
持
っ
た
と
思
わ

れ
る
、
徐
三
庚
（
字
辛
穀
）
を
は
じ
め
と
す
る
左
記
の
文
人
名
に
丸
印
が
記
さ
れ
て
い
る
。

呉
淦
（
字
鞠
潭
）・
湯
経
常
（
字
壎
伯
）・
金
爾
珍
（
字
吉
石
）・
衛
鋳
（
字
鋳
生
）・
張
熊
（
字
子
祥
）・
王
礼
（
字
秋
言
）・
胡
遠

（
字
公
寿
）・
朱
偁
（
字
夢
廬
）・
任
頤
（
字
柏
年
）・
楊
伯
潤
（
字
盃
佩
甫
）・
鄧
啓
昌
（
字
鉄
仙
）・
唐
禄
（
字
芸
閣
）・
陳
若
木

（
字
崇
光
）・
舒
浩
（
字
萍
橋
）・
謝
岷
（
字
采
山
）・
章
鐘
（
字
銘
甫
）・
銭
慧
安
（
字
吉
生
）・
胡
璋
（
字
鉄
梅
）・
張
寳
生
（
字
善

天
）・
銭
鴻
鳴
（
字
梅
生
）・
金
（
字
松
泉
）・
王
荃
（
字
友
棠
）・
王
寅
（
字
冶
梅
）

　

こ
の
ほ
か
白
華
文
庫
に
は
、
白
華
が
上
海
で
記
し
た
『
雑
録
』・
詩
稿
『
西
塘
詩
稿
』・『
西
塘
丁
丑
詩
稿
』
を
所
蔵
す
る（

（5
（

。

　
『
雑
録
』
は
、
白
華
が
上
京
し
た
明
治
四
年
（
一
八
六
二
）
か
ら
明
治
十
年
（
一
八
七
七
）
一
月
に
教
部
省
が
廃
止
さ
れ
る
ま
で
の
期

間
に
作
ら
れ
た
漢
詩
や
、
上
海
別
院
の
会
計
簿
や
規
則
な
ど
を
合
冊
し
た
も
の
で
、
当
時
別
院
か
ら
出
版
し
た
本
資
料
や
『
日
本
外
史
』

の
編
輯
・
出
版
に
関
す
る
記
述
が
見
ら
れ
る
。

　
『
西
塘
詩
草
』
は
主
に
、
明
治
六
年
（
一
八
七
三
）
の
欧
洲
帰
国
か
ら
八
年
（
一
八
七
五
）
頃
ま
で
の
漢
詩
を
収
録
し
た
も
の
で
、
清

末
文
人
の
陳
曼
寿
（
明
治
十
年
十
月
、
本
山
の
中
国
語
講
師
）・
蔣
文
虎
（
明
治
十
一
年
六
月
、
上
海
別
院
上
海
語
教
師
）・
王
冶
梅
（
明

治
十
年
十
一
月
二
十
六
日
）
の
序
、
孫
靄
人
（
明
治
十
一
年
一
月
、
上
海
別
院
南
京
語
教
師
）・
銭
子
琴
（
明
治
十
年
十
二
月
）
の
跋
お

よ
び
評
を
載
せ
て
い
る
。
彼
ら
は
語
学
教
師
な
ど
で
別
院
に
頻
繁
に
出
入
り
し
て
日
本
人
布
教
僧
と
交
流
し
た
人
物
で
あ
る
。

　
『
西
塘
丁
丑
詩
稿
』
は
、
冒
頭
に
海
外
視
察
時
（
明
治
五
年
）
の
「
彼
皚
々
者
」
を
収
録
す
る
ほ
か
、
丁
丑
す
な
わ
ち
明
治
十
年
（
一

八
七
七
）
二
月
に
教
部
省
廃
止
に
と
も
な
い
廃
官
以
後
の
漢
詩
、「
二
月
廿
二
日
与
逵
天
忱
勝
拝
石
同
探
梅
於
城
東
田
端
村
時
余
解
職
将

辞
東
京
句
中
故
及
」
や
、
上
海
出
発
前
の
漢
詩
か
ら
到
着
後
の
十
月
二
十
九
日
ま
で
の
漢
詩
「
九
月
廿
五
日
将
赴
清
国
賦
一
律
留
別
」、

「
浪
華
客
中
買
舟
遊
于
海
口
」、「
神
戸
」、「
舟
過
湏
摩
浦
有
感
於
寿
永
年
間
事
」、「
舟
抵
赤
馬
関
」、「
崎
陽
」、「
九
月
四
日
入
滬
城
」、
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「
送
谷
了
然
率
生
徒
（
遠
藤
・
栗
山
・
久
連
松
）
往
北
京
」、「
十
月
念
九
訪
龍
華
寺
贈
懐
蓮
禅
師
」
な
ど
を
収
録
す
る
。
そ
し
て
末
尾
に

毛
祥
麟
（
明
治
十
一
年
二
月
）
と
梁
景
鴻
（
明
治
十
一
年
七
月
）
の
跋
文
と
文
中
に
両
者
の
評
点
が
あ
る
。

　

し
か
し
、
晩
年
編
纂
さ
れ
た
『
白
華
餘
事
』（
大
正
五
年
）
を
見
る
と
、「
九
月
廿
五
日
将
赴
清
国
賦
一
律
留
別
」
が
「
将
遊
清
国
過
浪

華
逢
弟
厳
整
」
と
改
題
さ
れ
た
以
外
、『
西
塘
丁
丑
詩
稿
』
か
ら
上
海
時
代
の
漢
詩
は
収
録
さ
れ
て
お
ら
ず
、
そ
の
他
の
日
本
国
内
で
の

漢
詩
に
も
改
作
さ
れ
た
も
の
や
未
収
録
の
も
の
が
多
い
。
し
か
も
前
述
し
た
よ
う
に
、『
西
塘
詩
稿
』・『
西
塘
丁
丑
詩
稿
』
に
は
海
上
派

文
人
の
加
評
や
序
跋
が
記
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、『
白
華
餘
事
』
に
は
清
末
文
人
た
ち
の
序
跋
は
掲
載
さ
れ
ず
、
評
点
も
『
白
華
餘
事
』

稿
本
に
附
さ
れ
、
刊
行
に
あ
た
っ
て
参
照
さ
れ
た
小
栗
憲
一
の
註
ほ
ど
は
反
映
さ
れ
て
い
な
い（

（5
（

。
そ
の
『
白
華
餘
事
』
に
は
、
次
の
よ
う

な
上
海
を
詠
じ
た
漢
詩
が
あ
る
が
、
晩
年
の
白
華
に
と
っ
て
、
上
海
の
気
候
や
生
活
は
、
明
治
五
年
か
ら
六
年
に
か
け
て
行
わ
れ
た
欧
洲

視
察
と
比
べ
て
も
芳
し
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

　
　
　

将
辞
滬
上
有
此
作

奇
寒
酷
暑
病
痾
媒
、
燈
影
沈
々
百
感
来
、
埃
気
朝
吹
窓
底
霧
、
車
声
夜
響
地
下
雷
、
床
虫
襲
枕
痒
為
瘡
、
泥
潦
烹
茶
色
似
煤
、
却
是

多
銭
驕
傲
客
、
寥
々
不
賞
一
枝
梅

　

白
華
の
後
任
輪
番
で
、
咸
宜
園
で
学
び
白
華
と
は
同
門
に
あ
た
る
渡
辺
蘭
谷（

（5
（

は
、
帰
国
後
出
版
し
た
漢
詩
集
『
遠
明
堂
詩
鈔
』（
明
治

二
十
四
年
）
に
、
上
海
時
代
に
作
詩
し
た
漢
詩
の
み
な
ら
ず
、
広
瀬
青
村
・
広
瀬
林
外
・
横
井
継
祖
・
吉
田
繖
城
・
小
栗
栖
香
頂
・
劉

（
秋
月
）
士
新
ら
咸
宜
園
の
同
門
の
ほ
か
、
任
鈞
渓
・
鄭
承
吉
・
孫
靄
人
・
蔣
文
虎
・
鄭
之
驥
・
鄭
之
驊
・
陳
曼
寿
ら
海
上
派
文
人
の
序

跋
や
評
を
収
録
し
て
お
り
、
そ
の
中
国
で
の
体
験
は
白
華
と
は
大
き
く
異
な
る
。

　

ま
た
、
白
華
と
と
も
に
上
海
別
院
に
在
勤
し
た
心
泉
が
、
足
掛
け
六
年
に
亙
っ
て
海
上
派
や
杭
州
文
人
と
の
交
流
を
深
め
た
こ
と
が

き
っ
か
け
と
な
っ
て
書
家
を
目
指
し
、
日
清
戦
争
後
に
再
び
渡
清
し
東
本
願
寺
が
南
京
に
設
立
し
た
金
陵
東
文
学
堂
長
を
つ
と
め
、
細
野
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燕
台
に
「
支
那
か
ぶ
れ（

（5
（

」
と
称
さ
れ
た
の
と
も
大
き
く
異
な
る
。

解
題

　

つ
ぎ
に
、
本
資
料
に
つ
い
て
見
て
い
き
た
い
。

　

前
述
の
通
り
、
明
治
初
期
に
東
本
願
寺
が
上
海
別
院
を
設
置
し
た
主
た
る
目
的
の
一
つ
は
中
国
人
へ
の
布
教
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、

上
海
別
院
の
設
置
に
先
立
っ
て
日
本
領
事
館
の
一
室
に
語
学
校
（
の
ち
江
蘇
教
校
）
を
設
置
し
、
日
本
人
留
学
生
に
中
国
語
教
育
（
南
京

語
・
上
海
語
）
が
行
わ
れ
た
。
同
時
に
、
別
院
で
は
中
国
人
を
雇
傭
し
て
現
地
人
向
け
に
中
国
語
（
南
京
語
・
上
海
語
）
で
説
教
を
行
っ

て
い
た
が
、
こ
れ
は
日
本
人
僧
侶
が
漢
文
で
文
章
を
作
成
し
、

そ
れ
を
も
と
に
中
国
文
人
が
説
教
を
行
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

本
資
料
は
全
文
が
漢
文
で
記
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
テ
キ
ス
ト
に

あ
た
る
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

　

当
時
、
上
海
別
院
に
在
勤
し
て
い
た
岳
崎
正
鈍
の
漢
文
日
記

「
支
那
在
勤
襍
志
」（
以
下
、
岳
崎
「
襍
志
」）
に
は
、
職
務
と

し
て
①
江
蘇
教
校
の
授
業
・
試
験
監
督
、
②
説
教
③
仏
事
の
ほ

か
、
④
「
真
宗
説
教
」
の
編
纂
に
関
す
る
内
容
が
記
さ
れ
て
い

る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、「
真
宗
説
教
」
第
六
号
か
ら
九
号
ま
で

の
執
筆
に
関
す
る
記
事
が
見
え
る（

（5
（

。
ま
た
、
前
述
し
た
『
雑

【写真①】　「真宗説教」表紙
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録
』（
白
華
文
庫
蔵
）
に
「（
明
治
）
十
一
年
一
月
経
費
」
と
し
て
、「
六
元　

説
教
第
七
八
号
七
百
部
摺
立
製
本
」
と
あ
る
の
で
、
七
号

は
明
治
十
年
（
一
八
七
七
）
九
月
に
、
八
号
は
十
月
に
執
筆
さ
れ
、
翌
明
治
十
一
年
（
一
八
七
八
）
一
月
に
七
百
部
が
別
院
の
豫
算
で
印

刷
・
製
本
さ
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。

　

さ
て
、
本
資
料
は
縦
一
六
・
一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
×
横
一
一
・
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
冊
子
体
で
、「
真
宗
説
教
」
の
第
一
号
か
ら
第

九
号
ま
で
を
収
録
し
て
い
る
。

　
『
雑
録
』（
白
華
文
庫
）
の
「（
明
治
十
一
年
）
四
月
経
費
」
に
、「
九
圓
五
拾
銭　

説
教
第
一
号
ゟ
製
板
」
と
あ
り
、
本
資
料
を
指
す
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
上
海
別
院
で
中
国
人
向
け
に
毎
号
発
行
・
配
布
さ
れ
て
い
た
「
真
宗
説
教
」
を
、
明
治
十
一
年
（
一
八
七

八
）
四
月
に
改
め
て
第
一
号
か
ら
第
九
号
ま
で
を
改
め
て
印
刷
・
製
本
し
、
中
国
人
向
け
に
配
布
し
た
の
で
あ
る
。

　

版
式
は
、
第
一
号
か
ら
第
七
号
ま
で
は
十
二
行
二
十
四
字
（
写
真
②
）
で
、
第
八
号
お
よ
び
第
九
号
は
九
行
二
十
五
字
（
写
真
④
・

⑤
）
と
異
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
六
号
末
尾
に
「
上
洋
馬
福
堂
刻
印
」（
写
真
③
）、
八
号
末
尾
に
「
上
海
新
北
門
内
謝
潤
卿
刊
」、
九
号

末
尾
に
「
上
洋
新
北
門
内
謝
潤
卿
刊
字
」（
写
真
⑤
）
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
第
一
号
か
ら
第
七
号
ま
で
は
上
海
の
馬
福
堂
で
、

第
八
号
お
よ
び
第
九
号
は
上
海
城
内
の
新
北
門
附
近
に
あ
っ
た
謝
潤
卿
で
刻
さ
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。

　

本
資
料
は
、
仏
教
お
よ
び
真
宗
の
教
義
に
つ
い
て
漢
文
で
簡
潔
に
記
さ
れ
て
お
り
、『
無
量
寿
経
』
な
ど
の
仏
典
や
『
正
信
偈
』
の
一

節
を
引
用
す
る
ほ
か
、『
中
庸
』・『
論
語
』・『
孟
子
』・『
詩
経
』
と
い
っ
た
漢
籍
か
ら
も
文
章
を
引
用
し
て
い
る
。
明
治
六
年
（
一
八
七

三
）、
香
頂
は
「
支
那
開
宗
見
込
」（
前
出
）
の
中
で
、
中
国
布
教
に
あ
た
っ
て
本
堂
に
は
阿
弥
陀
如
来
の
ほ
か
に
太
神
宮
や
孔
子
を
祀
る

こ
と
を
提
言
し
て
い
る
が
、
本
資
料
も
ま
た
中
国
の
状
況
に
合
わ
せ
て
説
教
を
行
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
さ
ら
に
、
本
文

中
に
は
王
法
為
本
・
真
俗
二
諦
に
関
す
る
記
述
が
見
ら
れ
る
が
、
当
時
の
中
国
人
が
こ
れ
を
ど
う
感
じ
た
か
興
味
深
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

な
お
、
同
時
期
に
別
院
で
は
『
日
本
外
史
』
の
出
版
が
行
わ
れ
て
い
た
。
岳
崎
「
襍
志
」
に
は
同
書
に
関
す
る
記
述
が
見
ら
れ
る（

（5
（

ほ
か
、
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【写真④】　「真宗説教」第八号 【写真②】　「真宗説教」第一号

【写真⑤】　第九号末尾
刊記「上洋新北門内謝潤卿刊字」

【写真③】　「真宗説教」第六号末尾
刊記「上洋馬福堂刻印」
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令
和
三
年
三
月

前
述
し
た
『
雑
録
』（
白
華
文
庫
蔵
）
に
は
、
そ
の
出
版
費
用
な
ど
の
詳
細
が
「
外
史
翻
刻
計
算
」
と
し
て
、
出
版
費
用
や
清
末
文
人
へ

の
謝
金
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
る（

（5
（

。

　

明
治
初
期
に
日
本
人
が
上
海
で
出
版
し
た
も
の
に
、
吉
嗣
拝
山
『
骨
筆
題
詠
・
江
南
游
草（

（5
（

』（
光
緒
四
年
・
一
八
七
八
）
や
雑
誌
『
上

海
商
業
雑
報（

（5
（

』（
上
海
商
同
会
、
明
治
十
五
年
）
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、
本
資
料
と
『
日
本
外
史
』
は
同
時
期
に
上
海
別
院
が
出
版
に
関

わ
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　

そ
の
後
、
上
海
別
院
で
は
明
治
二
十
四
年
（
一
八
九
一
）
に
邦
人
子
弟
の
た
め
に
設
置
さ
れ
た
開
導
学
堂
（
小
学
校
）
用
に
教
科
書
が

印
刷
さ
れ
て
い
た（

（6
（

ほ
か
、
明
治
二
十
七
年
（
一
八
九
四
）
一
月
に
『
仏
門
月
報（

（6
（

』（
漢
文
）
が
、
明
治
四
十
三
年
（
一
九
一
〇
）
か
ら
明

治
四
十
五
年
（
一
九
一
二
）
に
か
け
て
雑
誌
『
上
海
仏
教
』（
和
文
）
が
出
版
さ
れ
て
い
る（

（6
（

。

　

日
清
戦
争
後
、
東
本
願
寺
が
中
国
人
子
弟
の
教
育
を
目
的
と
し
た
設
置
し
た
杭
州
日
文
学
堂
で
は
、
堂
内
に
印
刷
所
を
設
置
し
教
科
書

を
印
刷
し
て
い
た
ほ
か
、『
訳
林
』（
伊
藤
賢
道
監
訳
、
商
務
印
書
館
、
明
治
三
十
四
～
三
十
五
年
）
や
岡
本
監
輔
『
大
日
本
中
興
先
覚

志
』（
明
治
三
十
四
年
）
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、『
六
十
年
史
』（
前
掲
書
）
に
よ
る
と
、
廈
門
教
堂
で
は
「
儒
皮
仏
骨
宗
論
」（
漢

文
）
が
出
版
さ
れ
た
。
一
方
、
金
陵
東
文
学
堂
で
は
一
柳
知
成
が
雑
誌
『
漢
文
仏
教
』
を
刊
行
す
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
義
和
団
事
件
の

た
め
中
止
さ
れ
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
光
緒
二
十
四
年
（
一
八
九
八
・
明
治
三
十
八
）
に
は
上
海
蒙
学
会
に
よ
っ
て
『
蒙
学
書
報
』（
全
十
二
冊
、
石
印
）
が
刊

行
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
内
『
小
学
格
致
新
編
』
一
巻
・『
小
学
理
科
新
編
』
一
巻
・『
古
雄
逸
話
』
一
巻
・『
児
童
笑
話
』
一
巻
・『
家
庭

雑
誌
』
一
巻
・『
少
年
世
界
』
一
巻
は
、
布
教
僧
の
松
林
孝
純
が
翻
訳
（
漢
訳
）
を
行
っ
て
い
る
。

　

本
資
料
の
あ
と
に
出
版
さ
れ
た
こ
れ
ら
の
多
く
は
、
近
代
知
識
を
啓
蒙
す
る
内
容
や
、
日
本
や
世
界
の
時
事
問
題
な
ど
を
収
録
し
て
い

る
の
に
対
し
、
本
資
料
は
仏
教
・
真
宗
関
係
の
記
事
を
収
録
し
て
い
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。
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以
上
、
本
資
料
に
つ
い
て
見
て
き
た
が
、
本
資
料
は
明
治
初
期
の
中
国
布
教
す
な
わ
ち
日
本
仏
教
初
の
海
外
布
教
に
お
い
て
最
も
早
く

出
版
さ
れ
た
刊
行
物
で
あ
り
、
中
国
人
向
け
の
布
教
活
動
の
一
端
と
く
に
説
教
に
つ
い
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
貴
重
な
も
の
で
あ
る
だ
け

で
な
く
、
従
来
知
ら
れ
て
い
る
『
骨
筆
題
詠
・
江
南
游
草
』（
明
治
十
一
年
頃
）
や
『
上
海
商
業
雑
報
』（
明
治
十
五
年
）
と
と
も
に
明
治

初
期
に
日
本
人
に
よ
っ
て
上
海
で
刊
行
さ
れ
た
と
い
う
点
で
も
貴
重
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
本
資
料
に
つ
い
て
言
及
し
た
先
行
研

究
は
殆
ん
ど
な
か
っ
た
。
よ
っ
て
本
資
料
の
重
要
性
に
鑑
み
、
こ
の
た
び
翻
刻
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

謝
辞　

本
稿
執
筆
に
あ
た
っ
て
、
白
山
市
立
松
任
図
書
館
・
本
誓
寺
前
住
職
故
松
本
梶
丸
氏
・
常
福
寺
前
住
職
北
方
匡
氏
・
早
稲
田
大
学

社
会
科
学
総
合
学
術
院
教
授
故
島
善
高
氏
に
は
、
資
料
の
閲
覧
・
撮
影
等
に
御
高
配
を
賜
り
ま
し
た
。
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

注（
１
）　

北
方
心
泉
（
一
八
五
〇
～
一
九
〇
五
）、
加
賀
国
金
沢
の
人
、
常
福
寺
の
第
十
四
世
住
職
。
名
は
祐
必
の
ち
蒙
。
号
は
心
泉
・
雲
逬
・
小
雨
・
月

荘
・
文
字
禅
室
・
聴
松
閣
・
酒
肉
和
尚
な
ど
。
石
川
舜
台
の
慎
憲
塾
・
松
本
白
華
の
遙
及
社
・
翻
訳
局
等
で
学
ぶ
。
明
治
十
年
（
一
八
七
七
）
か

ら
十
六
年
（
一
八
八
三
）
ま
で
足
掛
け
六
年
に
亙
り
清
国
布
教
事
務
掛
と
し
て
上
海
別
院
に
勤
務
す
る
。
こ
の
間
、
五
三
七
人
の
べ
五
三
一
九
首

の
日
本
漢
詩
を
収
録
し
た
兪
樾
（
号
曲
園
）『
東
瀛
詩
選
』
四
十
巻
補
遺
四
巻
（
明
治
十
六
年
）
の
編
纂
に
岸
田
吟
香
と
と
も
に
関
わ
り
、
清
国
の

文
人
達
と
交
流
を
深
め
る
。
明
治
三
十
年
（
一
八
九
七
）、
再
び
渡
清
し
、
翌
明
治
三
十
一
年
（
一
八
九
九
）
南
京
に
設
立
さ
れ
た
金
陵
東
文
学
堂

の
初
代
堂
長
を
つ
と
め
た
。
一
般
に
は
、
明
治
を
代
表
す
る
書
家
の
一
人
で
、
北
派
書
風
を
楊
守
敬
と
は
別
に
い
ち
早
く
わ
が
国
に
紹
介
し
た
人

物
と
し
て
知
ら
れ
る
。
明
治
二
十
三
年
（
一
八
九
〇
）、
第
三
回
内
国
勧
業
博
覧
会
に
出
品
し
入
賞
。

（
２
）　

高
西
賢
正
編
、
東
本
願
寺
上
海
別
院
、
一
九
三
七
年
。

（
３
）　

小
栗
栖
香
頂
（
一
八
三
一
～
一
九
〇
五
）
は
、
豊
後
戸
次
・
妙
正
寺
住
職
で
、
八
洲
ま
た
は
蓮
泊
と
号
し
た
。
咸
宜
園
の
三
才
子
と
い
わ
れ
、
弟
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令
和
三
年
三
月

の
小
栗
憲
一
（
号
布
岳
）
も
咸
宜
園
出
身
で
あ
っ
た
。
維
新
後
、
本
山
を
東
京
に
移
転
す
る
こ
と
を
提
唱
し
た
。
明
治
六
年
（
一
八
七
三
）
七
月

渡
清
、
北
京
で
中
国
語
を
学
ぶ
か
た
わ
ら
、
日
本
・
清
国
・
印
度
で
仏
教
三
国
同
盟
を
結
び
、
キ
リ
ス
ト
教
に
対
抗
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
説
い

た
。
翌
年
八
月
帰
国
。
明
治
九
年
（
一
八
七
六
）
七
月
、
再
渡
清
し
東
本
願
寺
上
海
別
院
開
設
に
関
わ
る
（
～
十
年
一
月
迄
）。
著
作
に
『
真
宗
教

旨
』（
真
宗
東
派
本
願
寺
教
育
課
、
一
八
七
六
年
）・『
真
言
宗
大
意
』（
真
宗
東
派
本
願
寺
教
育
課
、
一
八
七
七
年
）・『
喇
嘛
教
沿
革
』（
石
川
舜
台
、

一
八
七
七
年
）・『
北
京
護
法
論
』（
私
家
、
一
九
〇
三
年
）
な
ど
が
あ
る
。
前
掲
注
２
『
六
十
年
史
』
に
は
、
香
頂
の
日
記
「
八
洲
日
暦
」
を
鈔
録

す
る
。
な
お
、
妙
正
寺
・
永
福
寺
に
遺
さ
れ
て
い
た
香
頂
関
係
資
料
は
、
現
在
大
谷
大
学
に
所
蔵
す
る
。

（
４
）　

谷
了
然
（
一
八
四
四
～
一
九
一
九
）
は
、
加
賀
小
松
の
来
生
寺
に
生
ま
れ
、
の
ち
に
同
地
の
教
恩
寺
に
養
子
に
入
り
住
職
と
な
る
。
石
川
舜
台
が

主
宰
す
る
金
沢
の
慎
憲
塾
で
、
笠
原
研
寿
や
北
方
心
泉
と
と
も
に
学
ぶ
。
上
海
別
院
開
設
に
尽
力
し
、
同
別
院
初
代
輪
番
と
な
り
、
中
国
各
地
を

視
察
し
た
。
明
治
十
年
（
一
八
七
七
）
に
は
北
京
教
校
を
開
設
す
る
も
、
翌
年
更
迭
さ
れ
る
。
明
治
三
十
年
（
一
八
九
七
）、
石
川
舜
台
の
上
席
参

務
就
任
に
と
も
な
い
、
明
治
三
十
一
年
（
一
八
九
八
）
に
中
国
布
教
が
再
開
さ
れ
る
と
、
開
教
事
務
局
長
と
し
て
渡
清
し
、
杭
州
お
よ
び
蘇
州
日

文
学
堂
の
設
立
に
尽
力
し
た
。
著
書
に
、『
御
書
立
演
義
』（
大
谷
派
本
願
寺
文
書
掛
、
一
八
九
九
年
）
が
あ
る
。
谷
の
「
日
記
」
は
全
九
巻
あ
る

と
さ
れ
、
前
掲
注
２
『
六
十
年
史
』
に
「
谷
了
然
師
日
記
抜
萃
」・「
谷
了
然
師
日
記
別
冊
」
と
し
て
鈔
録
さ
れ
る
ほ
か
、
槻
木
瑞
生
編
『
ア
ジ
ア

に
お
け
る
日
本
の
軍
・
学
校
・
宗
教
関
係
資
料
』
第
四
期
、「
日
本
佛
教
団
（
含
基
督
教
）
の
宣
撫
工
作
と
大
陸
」
第
四
巻
（
龍
渓
書
舎
、
二
〇
一

二
年
）
に
、
同
日
記
の
筆
写
本
が
「
滞
在
支
那
記
」
と
し
て
影
印
さ
れ
る
。

（
５
）　

岳
崎
（
岡
崎
）
正
鈍
（
一
八
三
六
～
一
八
八
六
）
は
、
秋
田
・
浄
弘
寺
十
世
、
速
證
院
正
桓
の
三
男
と
し
て
生
ま
れ
た
。
字
は
法
泉
、
漱
石
・
悟

外
・
瘂
羊
・
酔
月
楼
・
秋
雲
・
自
笑
人
等
と
号
し
、
そ
の
居
室
を
自
笑
観
と
称
し
た
。
明
治
元
年
（
一
八
六
八
）、
越
前
国
祐
善
寺
に
入
寺
し
て
、

同
寺
十
八
世
を
継
ぐ
。
明
治
十
年
（
一
八
七
七
）
七
月
か
ら
翌
年
五
月
ま
で
、
三
等
説
教
者
兼
四
等
教
師
と
し
て
東
本
願
寺
上
海
別
院
に
在
勤
し

説
教
を
行
う
か
た
わ
ら
、
中
国
人
向
け
に
「
真
宗
説
教
」
編
纂
に
従
事
し
た
ほ
か
、
同
別
院
内
に
設
立
さ
れ
た
江
蘇
教
校
で
日
本
人
留
学
僧
に
宗

乗
（
真
宗
学
）
を
教
授
す
る
。
歿
後
、
法
主
大
谷
光
勝
（
厳
如
）
は
染
筆
院
号
法
名
を
下
賜
し
、
大
正
十
二
年
（
一
九
二
三
）
に
嗣
講
の
学
階
を

贈
ら
れ
た
。
著
書
に
、『
真
宗
要
目
五
十
題
弁
妄
』（
法
蔵
館
、
一
八
八
七
年
）
な
ど
が
あ
る
。
前
掲
注
２
『
六
十
年
史
』
に
は
、
上
海
別
院
時
代
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」
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て
（
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邉
）

の
漢
文
日
記
で
あ
る
「
支
那
在
勤
襍
志
」
を
鈔
録
し
、
の
ち
に
全
文
が
『
真
宗
史
料
集
成
第
十
一
巻　

維
新
期
の
真
宗
』（
同
朋
社
、
一
九
七
五

年
）
に
翻
刻
さ
れ
た
。

（
６
）　

菊
池
秀
言
（
一
八
五
五
～
一
九
四
四
）
は
、
安
政
二
年
（
一
八
五
五
）
八
月
十
五
日
、
礼
徳
寺
住
職
遠
藤
示
辯
の
子
に
生
ま
れ
た
。
江
蘇
教
校
お

よ
び
北
京
（
直
隷
）
教
校
に
留
学
、
明
治
十
一
年
（
一
八
七
八
）
に
酒
田
・
浄
福
寺
に
養
子
に
入
り
、
菊
池
姓
と
な
っ
た
。
明
治
十
四
年
（
一
八

八
一
）
に
帰
国
し
、
条
約
改
正
に
あ
た
っ
て
は
布
教
権
を
盛
り
込
む
よ
う
岩
倉
具
視
や
井
上
馨
ら
政
府
要
人
に
陳
情
し
た
。
の
ち
、
酒
田
慈
善
授

産
会
会
長
・
酒
田
報
恩
恵
会
長
を
つ
と
め
、
藍
綬
褒
章
を
授
与
さ
れ
た
。
昭
和
十
九
年
（
一
九
四
四
）
十
月
十
四
日
歿
、
享
年
九
十
歳
。
漢
詩
集

に
『
遯
庵
詩
存
』（
一
九
四
〇
年
）
が
あ
る
。
前
掲
注
２
『
六
十
年
史
』
編
纂
に
あ
た
っ
て
は
、
菊
池
が
編
輯
・
発
行
し
た
『
亀
崎
山
浄
福
寺
伝
燈

列
記
』（
一
九
三
五
年
）
が
参
考
と
さ
れ
た
。

（
７
）　
『
山
形
大
学
紀
要
（
人
文
科
学
）』
第
五
巻
第
四
号
、
一
九
六
四
年
。

（
８
）　

日
本
国
際
政
治
学
会
『
国
際
政
治 

日
本
外
交
史
の
諸
問
題
Ⅱ
』
二
八
号
、
一
九
六
五
年
。

（
９
）　

上
智
大
学
大
学
院
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
研
究
科
国
際
関
係
論
専
攻
『
コ
ス
モ
ポ
リ
ス
』
編
集
委
員
会
『
コ
ス
モ
ポ
リ
ス
』
第
七
号
、
二

〇
一
三
年
。

（
10
）　

日
本
近
代
仏
教
史
研
究
会
『
近
代
仏
教
』
第
二
〇
号
、
二
〇
一
三
年
。

（
11
）　

阿
部
洋
編
『
日
中
教
育
文
化
交
流
と
摩
擦
』、
第
一
書
房
、
一
九
八
三
年
。

（
12
）　

大
正
大
学
『
日
本
仏
教
教
育
学
研
究
』
第
五
号
、
一
九
九
七
年
。

（
13
）　
『
岡
山
大
学
大
学
院
文
化
科
学
研
究
科
紀
要
』
第
一
〇
号
、
二
〇
〇
〇
年
。
本
稿
は
、
劉
建
雲
『
中
国
人
の
日
本
語
学
習
史
―
清
末
の
東
文
学
堂

―
』（
学
術
出
版
会
、
二
〇
〇
五
年
）
に
再
掲
さ
れ
た
。

（
14
）　

山
喜
房
佛
書
林
、
二
〇
〇
三
年
。

（
15
）　

山
喜
房
佛
書
林
、
二
〇
一
六
年
。

（
16
）　

法
藏
館
、
二
〇
〇
九
年
。
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令
和
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年
三
月

（
17
）　

法
藏
館
、
二
〇
一
六
年
。

（
18
）　

研
文
出
版
、
二
〇
一
三
年
。

（
19
）　

勉
誠
出
版
、
二
〇
一
六
年
。

（
20
）　

こ
れ
ま
で
筆
者
が
翻
刻
し
た
関
係
資
料
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
　
〔
白
山
市
立
松
任
図
書
館
白
華
文
庫
・
松
本
白
華
旧
蔵
資
料
〕

「
白
華
文
庫
蔵
・
小
栗
栖
香
頂
「
水
築
小
相
伝
」
に
つ
い
て
」（『
二
松
学
舎
大
学
東
ア
ジ
ア
学
術
総
合
研
究
所
集
刊
』
第
四
六
集
、
二
〇
一
六
年
）。

「
白
華
文
庫
蔵
・
平
野
五
岳
「
五
岳
道
人 

古
竹
邨
舎
詩
鈔
」
に
つ
い
て
」（
二
松
学
舎
大
学
東
ア
ジ
ア
学
術
総
合
研
究
所
日
本
漢
文
教
育
研
究
推

進
室
『
日
本
漢
文
学
研
究
』
第
一
二
号
、
二
〇
一
七
年
）。

　
　
　
〔
常
福
寺
・
北
方
心
泉
旧
蔵
資
料
〕

「
常
福
寺
所
蔵
・
三
宅
真
軒
撰
『
文
字
禅
室
必
備
書
目
』
に
つ
い
て
」（
二
松
学
舎
大
学
二
一
世
紀CO

E

プ
ロ
グ
ラ
ム
『
日
本
漢
文
学
研
究
』

第
三
号
、
二
〇
〇
八
年
）。

「
常
福
寺
所
蔵
・「
圓
山
大
迂
／
圓
山
惇
一
書
翰
（
北
方
心
泉
宛
）」
に
つ
い
て
」（
二
松
学
舎
大
学
二
一
世
紀CO

E

プ
ロ
グ
ラ
ム
『
日
本
漢
文

学
研
究
』
第
四
号
、
二
〇
〇
九
年
）。

「
資
料
翻
刻 

常
福
寺
所
蔵
・「
岸
田
吟
香
書
翰(
北
方
心
泉
宛)

」
に
つ
い
て
」（
関
西
大
学
文
化
交
渉
学
教
育
研
究
拠
点
（ICIS

）『
東
ア
ジ
ア

文
化
交
渉
研
究
』
第
三
号
、
二
〇
一
〇
年
）。

「
資
料
紹
介 

常
福
寺
蔵
・
清
国
書
籍
販
売
目
録
三
種
に
つ
い
て
―
『
増
補
抱
芳
閣
書
目
』・『
酔
六
堂
発
兌
書
籍
価
目
』・『
湖
北
官
書
処
書
目
』

―
」（
二
松
学
舎
大
学
東
ア
ジ
ア
学
術
総
合
研
究
所
日
本
漢
文
教
育
推
進
室
『
日
本
漢
文
学
研
究
』
第
一
三
号
、
二
〇
一
八
年
）。

　
　
　
〔
上
海
図
書
館
蔵
書
楼
所
蔵
資
料
〕

「〈
翻
刻
〉
上
海
別
院
「
河
崎
輪
番
日
記
」（
写
本
）
に
つ
い
て
」（
大
谷
大
学
真
宗
総
合
研
究
所
『
大
谷
大
学
真
宗
総
合
研
究
所
紀
要
』
第
三
六

号
、
二
〇
一
九
年
）。
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て
（
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※
論
集
に
は
要
旨
の
み
を
収
録
し
、
翻
刻
は
左
記
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
を
参
照
さ
れ
た
い
。

https://otani.repo.nii.ac.jp/?action=
pages_view

_m
ain&

active_action=
repository_view

_m
ain_item

_detail&
item

_

id=7695&
item

_no=1&
page_id=13&

block_id=28

（
21
）　

宮
原
節
庵
（
一
八
〇
六
〜
一
八
八
五
）
は
、
文
化
三
年
（
一
八
〇
六
）
生
、
名
は
龍
、
通
称
は
謙
三
（
蔵
）、
字
は
士
淵
、
節
庵
・
潜
叟
・
易
安
・

易
庵
・
栗
餘
・
池
南
・
栗
村
と
号
す
。
備
後
の
人
。
頼
山
陽
に
学
び
、
の
ち
昌
平
黌
に
学
ぶ
。
天
保
十
二
年
（
一
八
四
一
）
七
月
、
京
都
御
池
車

屋
町
に
塾
を
開
く
。
著
書
に
『
節
庵
遺
稿
』
四
巻
二
冊
（
宮
原
六
之
助
、
一
九
〇
一
年
）
が
あ
る
。

（
22
）　

劉
冷
窓
（
一
八
二
五
～
一
八
七
〇
）
は
、
文
政
八
年
（
一
八
二
五
）
生
、
名
は
昇
、
通
称
は
三
郎
、
字
は
君
平
、
号
は
冷
窓
、
豊
後
の
人
、
廣
瀬

淡
窓
に
入
門
、
劉
石
秋
（
一
七
九
六
～
一
八
六
九
）
の
長
男
。

（
23
）　

廣
瀬
旭
荘
（
一
八
〇
七
～
一
八
六
三
）、
名
は
謙
、
通
称
は
謙
吉
、
字
は
吉
甫
、
旭
荘
・
梅
暾
・
秋
村
（
邨
）
と
号
す
。
豊
後
日
田
の
人
。
文
久
三

年
（
一
八
六
三
）
歿
。
享
年
五
十
七
歳
。
廣
瀬
淡
窓
の
弟
。

（
24
）　

小
栗
憲
一
（
一
八
三
四
～
一
九
一
五
）
は
、
元
園
の
ち
布
岳
と
号
し
た
。
豊
後
・
妙
正
寺
に
生
ま
れ
、
兄
の
小
栗
栖
香
頂
と
同
じ
く
咸
宜
園
に
学

ぶ
。
幕
末
維
新
期
に
か
け
て
、
長
崎
な
ど
で
教
会
に
諜
者
を
潜
入
さ
せ
る
な
ど
の
対
キ
リ
ス
ト
教
活
動
に
従
事
し
た
。
維
新
後
は
宗
名
恢
復
運
動

（
明
治
四
年
）
に
参
加
し
、
弾
正
台
・
監
部
・
宮
内
省
・
教
部
省
・
大
蔵
省
で
勤
務
し
た
の
ち
に
、
真
宗
京
都
中
学
校
長
や
善
教
寺
住
職
を
つ
と
め

た
。
明
治
十
一
年
（
一
八
七
八
）
に
琉
球
を
、
明
治
三
十
一
年
（
一
八
九
八
）
に
韓
国
を
訪
れ
て
い
る
。
著
書
に
、『
豊
絵
詩
史
』（
西
村
七
兵
衛
、

一
八
八
四
年
）・『
真
宗
興
隆
縁
起
』（
哲
学
書
院
、
一
八
九
二
年
）・『
小
栗
栖
香
頂
略
伝
』（
明
治
舘
、
一
九
〇
七
年
）
な
ど
が
あ
る
。

（
25
）　

玉
川
吟
社
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

玉
川
堂
主
人
・
斎
藤
彰
「
玉
川
茶
亭
と
玉
川
吟
社
」（『
書
道
研
究
』
五
〇
号
、
一
九
九
二
年
）。

山
本
佐
貫
「
咸
宜
園
門
人
た
ち
の
詩
社
「
玉
川
吟
社
」
に
関
す
る
考
察
」（『
大
分
県
地
方
史
』
第
一
七
九
号
、
大
分
県
地
方
史
研
究
会
、
二
〇
〇

〇
年
）。

川
邉
雄
大
・
町
泉
寿
郎
「
松
本
白
華
と
玉
川
吟
社
の
人
々
」（『
日
本
漢
文
学
研
究
』
第
二
号
、
二
松
学
舎
大
学
二
一
世
紀CO

E

プ
ロ
グ
ラ
ム
、
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六
十
七
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令
和
三
年
三
月

二
〇
〇
七
年
）。

白
華
は
玉
川
吟
社
の
ほ
か
、
塡
詞
の
結
社
で
あ
る
香
草
吟
社
の
社
中
で
も
あ
っ
た
。
香
草
吟
社
に
つ
い
て
は
本
誓
寺
資
料
を
も
と
に
書
か
れ
た
、

神
田
喜
一
郎
『
日
本
に
お
け
る
中
国
文
学
Ⅰ
』（
二
玄
社
、
一
九
六
五
年
）
に
詳
し
い
。
神
田
は
台
北
帝
大
教
授
の
時
に
、
本
誓
寺
の
資
料
を
見
た

の
だ
ろ
う
。

（
26
）　

白
華
ら
東
本
願
寺
一
行
が
海
外
視
察
に
い
た
る
一
聯
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
川
邉
雄
大
・
町
泉
寿
郎
「
松
本
白
華
と
玉
川
吟
社
の
人
々
」（
前
掲
注

25
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
27
）　

編
集
松
任
市
中
央
図
書
館
、
漢
籍
指
導
大
沼
晴
暉
、
一
九
八
八
年
。

（
28
）　

本
誓
寺
蔵
。『
松
本
白
華
航
海
録
』
翻
刻
に
以
下
の
も
の
が
あ
る
。

加
越
能
史
談
会
『
加
賀
文
化
』
第
二
号
・
第
四
号
。

柏
原
祐
泉
編
『
真
宗
史
料
集
成
』
第
十
一
巻
（
前
掲
注
５
）。

北
川
伸
三
「
松
本
白
華
航
海
録
（
抄
）」（『
郷
土
と
文
化
』
第
一
五
号
〜
一
八
号
、
松
任
郷
土
研
究
会
編
、
松
任
市
教
育
委
員
会
、
一
九
八
八
年
〜

一
九
九
二
年
）。

（
29
）　

大
谷
大
学
国
史
学
会
、
昭
和
初
期
。

（
30
）　

大
谷
大
学
国
史
研
究
会
、
一
九
三
三
年
。

（
31
）　

大
谷
大
学
国
史
研
究
会
、
一
九
三
四
年
。

（
32
）　

常
盤
大
定
編
輯
『
明
治
仏
教
全
集
』
第
八
巻
（
春
陽
堂
、
一
九
三
五
年
）。 

（
33
）　
『
明
治
仏
教
全
集
』
第
八
巻
（
前
掲
注
32
）。

（
34
）　

幕
末
維
新
期
に
活
躍
し
た
主
な
咸
宜
園
出
身
の
真
宗
僧
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
　
〔
東
本
願
寺
〕

末
広
雲
華
（
豊
後
・
満
徳
寺
の
ち
豊
前
・
正
行
寺
、
高
倉
学
寮
講
師
）・
釈
徳
令
（
筑
後
八
女
・
光
善
寺
、
修
文
館
を
主
宰
）・
平
野
五
岳
（
豊
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白
華
文
庫
蔵
「
真
宗
説
教
」
に
つ
い
て
（
川
邉
）

後
日
田
・
専
念
寺
）・
唐
川
即
定
（
咸
宜
園
塾
主
、
真
宗
大
学
教
授
）・
小
栗
栖
香
頂
（
豊
後
戸
次
・
妙
正
寺
、
中
国
布
教
）・
小
栗
憲
一
（
同
、

真
宗
中
学
校
長
・
の
ち
善
教
寺
住
職
、
琉
球
・
朝
鮮
布
教
、
香
頂
の
弟
）・
関
信
三
（
三
河
一
色
・
安
休
寺
、
猶
龍
の
ち
安
藤
劉
太
郎
、
白
華
と

と
も
に
海
外
視
察
を
行
う
）・
雲
英
晃
耀
（
同
寺
、
高
倉
学
寮
擬
講
、
関
信
三
の
兄
）・
渡
辺
徹
鑒
（
三
河
若
林
・
浄
照
寺
、
上
海
別
院
輪
番
）・

伏
成
（
伊
豆
三
島
・
成
真
寺
、
護
法
場
寮
長
）・
奥
村
圓
心
（
肥
前
唐
津
・
高
徳
寺
、
朝
鮮
・
千
島
布
教
）、
田
原
法
水
（
豊
後
大
野
・
常
満
寺

の
ち
那
覇
・
真
教
寺
、
琉
球
布
教
）、
武
宮
現
真
（
肥
前
・
真
光
寺
、
琉
球
布
教
に
尽
力
）・
松
本
白
華
（
加
賀
松
任
・
本
誓
寺
、
大
坂
旭
荘
塾
、

海
外
視
察
・
上
海
別
院
輪
番
）
白
川
慈
孝
（
劉
石
舟
塾
・
大
坂
旭
荘
塾
、
本
山
改
正
掛
）。

　
　
　
〔
西
本
願
寺
〕　

月
性
（
周
防
大
島
、
妙
円
寺
、
勤
王
僧
、
咸
宜
園
客
席
生
）・
良
厳
（
越
前
・
唯
宝
寺
、
の
ち
石
丸
八
郎
、
教
部
省
十
一
等
出
仕
兼
中
講
義
）・

赤
松
連
城
（
周
防
徳
山
・
徳
応
寺
、
維
新
後
渡
欧
）・
普
寂
（
肥
後
鹿
本
・
明
照
寺
、
の
ち
清
浦
奎
吾
、
第
二
三
代
内
閣
総
理
大
臣
）。

（
35
）　
「
支
那
開
宗
見
込
」
は
、
前
掲
注
14
『
清
末
仏
教
の
研
究
会
』
に
一
部
翻
刻
す
る
。

（
36
）　
『
西
南
記
伝
』
上
巻
一
附
録
（
黒
龍
会
、
一
九
〇
八
年
）、
六
六
頁
。

（
37
）　

香
頂
が
寺
島
を
訪
問
し
た
と
き
の
顚
末
が
『
令
知
会
雑
誌
』
一
九
号
（
一
八
八
五
年
十
月
）
に
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
よ
る
と
、
寛
政
年
間

に
渡
来
し
た
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
宣
教
師
の
例
を
挙
げ
て
、
香
頂
に
対
し
て
清
国
で
の
布
教
活
動
に
つ
い
て
激
励
し
て
い
る
。

（
38
）　

本
事
件
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
明
治
期
の
琉
球
に
お
け
る
真
宗
法
難
事
件
に
関
す
る
一
考
察
―
善
教
寺
資
料
を
中
心
に
」（
法
政
大
学
沖
縄
文
化
研

究
所
『
沖
縄
文
化
研
究
』
第
四
一
号
、
二
〇
一
五
年
）
等
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
39
）　

当
時
、
東
本
願
寺
の
海
外
布
教
を
推
進
し
て
い
た
石
川
舜
台
は
、「
懐
旧
録
」（
前
掲
注
２
『
六
十
年
史
』
収
録
）。
で
、
帰
国
後
失
脚
し
て
い
た
江

藤
に
替
わ
っ
て
、
大
久
保
に
近
づ
き
海
外
布
教
の
意
義
を
ロ
シ
ア
に
対
す
る
防
備
に
有
用
で
あ
る
と
説
き
理
解
を
得
た
と
述
べ
て
い
る
。

わ
し
ら
の
洋
行
か
ら
帰
つ
た
の
が
明
治
七
年
（
※
六
年
）
ぢ
や
。
帰
つ
て
は
来
た
が
そ
れ
に
大
変
世
話
に
な
つ
た
三
條
実
美
・
江
藤
新
平
の

諸
卿
は
、
内
閣
の
騒
動
で
退
い
て
仕
舞
つ
た
。
そ
こ
で
江
藤
の
代
り
に
大
久
保
利
通
に
話
し
込
ん
で
、
こ
れ
か
ら
先
は
、
日
本
ば
か
り
に
ゐ

る
と
外
教
が
入
る
ば
か
り
ぢ
や
、
そ
こ
で
こ
れ
は
攻
む
る
を
以
て
防
禦
と
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
そ
の
手
初
め
は
隣
国
露
西
亜
か
ら
す
る
。
露
西
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和
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年
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月

亜
が
一
番
い
か
ん
。
そ
の
ギ
リ
シ
ヤ
教
の
お
祭
を
す
る
あ
ん
ば
い
が
仏
教
に
よ
く
似
て
を
る
。
そ
れ
に
法
王
が
先
方
の
皇
帝
ぢ
や
。
こ
れ
は

最
も
恐
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
で
、
こ
れ
か
ら
や
つ
て
仕
舞
は
ん
な
ら
ん
（
以
下
略
）

（
40
）　
「
上
申
書
」（
草
稿
、
常
福
寺
蔵
）。
本
資
料
は
拙
著
『
東
本
願
寺
中
国
布
教
の
研
究
』（
前
掲
注
18
）
に
全
文
を
翻
刻
す
る
。

（
41
）　

前
掲
注
４
「
谷
了
然
日
記
」。

（
42
）　

な
か
に
は
、
あ
る
英
国
人
の
日
本
人
妻
か
ら
「
タ
ビ
タ
ビ
ユ
ウ
レ
イ
ガ
デ
ヽ
コ
マ
リ
マ
ス
。
サ
ン
ブ
キ
ヤ
ウ
ヨ
ミ
テ
ク
ダ
サ
レ
云
々
」（『
令
知
会

雑
誌
』
第
一
八
号
、
一
八
八
五
年
九
月
）
と
の
手
紙
が
送
ら
れ
て
き
た
の
で
、
布
教
僧
の
松
ヶ
江
賢
哲
が
読
経
を
行
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

（
43
）　

前
掲
注
２
『
六
十
年
史
』。

（
44
）　
「
河
崎
輪
番
日
記
」（
前
掲
注
20
）
に
は
、
清
末
文
人
の
名
前
が
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。
こ
れ
は
輪
番
日
記
と
い
う
公
的
性
格
に
よ
り
、
彼
ら
と

の
交
流
を
記
録
し
な
か
っ
た
の
か
、
あ
る
い
は
ま
だ
海
上
派
と
の
関
係
が
構
築
で
き
て
い
な
か
っ
た
の
か
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
で

あ
る
。

（
45
）　

前
掲
注
５
。

（
46
）　

大
倉
謹
吾
（
一
八
四
五
～
一
八
九
九
）。
弘
化
二
年
（
一
八
四
五
）
に
医
師
・
大
倉
良
菴
の
子
と
し
て
越
後
に
生
ま
れ
た
。
名
は
行
、
字
は
顧
言
、

通
称
は
謹
吾
、
雨
村
ま
た
は
鉄
農
半
仙
と
号
し
た
。
明
治
五
年
（
一
八
七
二
、
一
説
に
明
治
八
・
一
八
七
二
年
）
に
上
海
領
事
館
に
赴
任
し
、
明

治
十
九
年
（
一
八
八
六
）
五
月
に
帰
国
、
明
治
二
十
三
年
（
一
八
九
〇
）
に
退
官
し
た
。

　
　
　

帰
国
後
に
出
版
さ
れ
た
著
書
『
雨
邨
画
冊
』（
楽
善
堂
、
一
八
八
八
年
）
は
、
封
面
は
徐
三
庚
の
手
に
よ
る
も
の
で
、
奥
付
に
「
著
作
者　

長
崎
県

平
民　

大
倉
謹
吾　

東
京
四
谷
区
南
伊
賀
町
十
壱
番
地
」
と
あ
る
。

な
お
、「
岸
田
吟
香
書
翰
」（
一
八
八
六
年
七
月
七
日
、
前
掲
注
20
「
資
料
翻
刻 

常
福
寺
所
蔵
・「
岸
田
吟
香
書
翰
（
北
方
心
泉
宛
）」
に
つ
い
て
」

所
収
）
に
は
、
上
海
の
近
況
と
し
て
「
大
倉
雨
村
画
伯
者
帰
朝
致
候
。
胡
公
寿
、
張
子
祥
者
死
矣
。
曲
園
翁
者
無
事
也
。」
と
あ
る
。

（
47
）　

内
海
吉
堂
（
一
八
四
九
～
一
九
二
三
）
は
、
名
は
復
、
字
は
土
綱
、
号
は
兼
霞
楊
柳
、
越
前
敦
賀
の
人
。
明
治
十
年
（
一
八
七
七
）
六
月
か
ら
明

治
十
五
年
（
一
八
八
二
）
一
月
ま
で
清
国
に
滞
在
し
た
。
漢
詩
集
に
『
吉
堂
遺
稿
』（
内
海
達
太
郎
、
一
九
二
五
年
）
が
あ
る
。
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宗
説
教
」
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て
（
川
邉
）

（
48
）　

岳
崎
「
襍
志
」（
前
掲
注
５
）、（
一
八
七
八
年
三
月
十
日
）「
本
日
因
無
本
邦
人
参
詣
無
説
教
。
西
京
鳩
居
堂
安
兵
衛
・
画
工
小
石
至
」。

（
49
）　

前
掲
注
48
。

　
　
　

鳩
居
堂
か
ら
清
国
に
派
遣
さ
れ
た
職
工
に
つ
い
て
、
当
時
以
下
の
よ
う
な
新
聞
記
事
が
あ
り
、
恐
ら
く
安
兵
衛
の
こ
と
を
指
す
と
思
わ
れ
る
。

有
名
な
る
西
京
の
鳩
居
堂
熊
谷
久
兵
衛
ハ
至
て
家
業
を
勉
強
し
、
昨
年
以
来
支
那
の
徽
州
・
湖
州
に
人
を
遣
ハ
シ
、
筆
墨
の
工
事
を
学
ば
し

め
し
が
、
其
の
秘
蘊
を
伝
へ
て
竟
に
博
覧
場
に
て
一
等
賞
牌
を
も
賜
ハ
り
た
る
ハ
実
に
栄
誉
と
云
ふ
可
シ
。
其
の
製
な
る
大
小
各
種
の
筆
を

試
み
し
に
其
の
毫
ハ
頸
軟
を
雑
ヘ
如
何
に
も
精
妙
に
て
決
し
て
支
那
製
に
譲
ら
ず
。（
以
下
省
略
）（『
朝
野
新
聞
』
一
八
七
七
年
十
一
月
二
十

四
日
）

西
京
の
熊
谷
久
兵
衛
氏
（
鳩
居
堂
）
ハ
久
し
く
製
墨
に
意
を
用
ひ
、
去
明
治
八
年
に
其
の
業
に
巧
み
な
る
職
工
二
名
を
支
那
徽
州
製
墨
所
へ

遣
ハ
シ
、
同
十
年
卒
業
帰
店
せ
し
に
付
、
其
の
法
を
以
て
製
し
た
る
墨
数
種
を
内
国
博
覧
会
に
出
品
し
、
龍
紋
の
賞
牌
を
得
た
る
ハ
実
に
同

氏
が
多
年
の
功
に
て
、
又
此
た
び
宮
内
省
よ
り
図
形
百
馬
の
図
其
外
六
種
の
御
用
墨
製
造
仰
付
ら
れ
し
と
い
ふ
（
以
下
略
）（『
朝
野
新
聞
』

一
八
七
九
年
二
月
二
十
三
日
）

（
50
）　

吉
嗣
拝
山
（
一
八
四
六
～
一
九
一
五
）。
太
宰
府
の
人
、
幼
名
は
寛
一
、
通
称
は
達
太
郎
、
名
を
達
、
字
を
士
辞
、
拝
山
と
号
す
。
室
名
は
古
香
書

屋
。
元
治
元
年
（
一
八
六
四
）
咸
宜
園
に
入
門
、
慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）
中
西
耕
石
に
入
門
、
明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
大
蔵
省
勤
務
。
明
治

四
年
（
一
八
七
一
）、
太
政
官
国
史
編
輯
局
に
勤
務
し
て
い
た
が
、
災
害
に
よ
り
右
腕
を
失
う
。
明
治
十
一
年
（
一
八
七
八
）
二
月
か
ら
六
月
に
か

け
て
清
国
に
滞
在
し
て
お
り
、『
骨
筆
題
詠
』
に
は
当
時
交
流
し
た
海
上
派
の
漢
詩
文
の
ほ
か
、
白
華
（
松
西
塘
）
の
詩
「
骨
筆
歌
毎
句
押
韵
拝
山

仁
兄
吟
壇
正
」
や
心
泉
の
序
文
を
収
録
す
る
。

拝
山
に
つ
い
て
は
、
長
尾
直
茂
『
吉
嗣
拝
山
年
譜
考
證
』（
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
五
年
）
に
詳
し
い
。

（
51
）　

島
善
高
「
副
島
種
臣
と
銭
子
琴
―
明
治
初
年
、
日
中
文
化
交
流
史
の
一
コ
マ
―
」（
公
益
財
団
法
人
大
倉
精
神
文
化
研
究
所
『
大
倉
山
論
集
』
第
六

五
輯
、
二
〇
一
九
年
）
に
よ
る
と
、
白
華
が
毛
祥
麟
お
よ
び
斉
玉
渓
に
贈
っ
た
『
西
塘
詩
稿
本
』
の
う
ち
の
一
本
と
思
わ
れ
る
も
の
が
蘇
州
図
書

館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
（
筆
者
未
見
）。
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（
52
）　

町
泉
寿
郎
「
松
本
白
華
―
欧
州
・
中
国
を
見
た
人
の
沈
黙
」（
小
川
原
正
道
編
『
近
代
日
本
の
仏
教
者
―
ア
ジ
ア
体
験
と
思
想
の
変
容
』、
慶
應
義

塾
大
学
出
版
社
、
二
〇
一
〇
年
）
で
は
、
白
華
の
晩
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
白
華
餘
事
』
で
は
、
長
三
洲
・
小
栗
憲
一
ら
咸
宜
園
や
宗
門
の
同
門
に

よ
る
批
点
が
尊
重
さ
れ
て
い
る
点
を
指
摘
し
て
い
る
。

（
53
）　

渡
辺
徹
鑒
（
一
八
四
〇
～
一
九
〇
七
、
号
蘭
谷
）
は
、
天
保
十
一
年
（
一
八
四
〇
）
十
一
月
十
五
日
、
三
河
国
碧
海
郡
桜
井
村
法
行
寺
に
生
ま
れ

た
。
十
九
歳
で
咸
宜
園
に
入
門
し
六
年
間
学
び
都
講
と
な
っ
た
。
二
十
七
歳
の
時
、
若
林
浄
照
寺
に
入
り
、
第
十
六
世
の
住
職
と
な
り
、
私
塾
を

開
い
て
子
弟
の
教
育
に
あ
た
る
。
明
治
元
年
（
一
八
六
八
）、
南
條
神
興
講
に
師
事
し
仏
典
を
学
ぶ
。
明
治
十
一
年
（
一
八
七
八
）
八
月
か
ら
明
治

十
二
年
（
一
八
七
九
）
九
月
三
日
ま
で
上
海
別
院
の
輪
番
を
つ
と
め
た
。
前
掲
注
２
『
六
十
年
史
』
四
二
頁
に
は
、「
上
海
別
院
兼
務
を
命
ぜ
ら
れ

た
渡
辺
徹
鍳
師
は
、
夫
婦
及
び
長
子
徹
到
の
全
家
三
名
で
上
海
に
渡
航
就
任
し
、
別
院
の
会
計
の
整
理
を
為
し
た
（
浄
照
寺
過
去
帳
）」
と
あ
り
、

同
書
四
三
頁
に
は
「
渡
辺
徹
鍳
師
は
、
十
二
年
八
月
、
実
弟
織
田
受
法
危
篤
の
報
に
接
し
、
直
ち
に
帰
朝
し
た
が
、
途
中
神
戸
で
妻
女
が
頓
死
し

た
と
い
ふ
（
浄
照
寺
過
去
帳
）」
と
の
記
述
が
あ
る
。
明
治
三
十
年
（
一
八
九
七
）、
本
山
第
一
回
議
制
局
の
親
撰
賛
衆
と
な
る
。
明
治
四
十
年

（
一
九
〇
七
）
四
月
二
十
四
日
歿
、
享
年
六
十
八
歳
。
漢
詩
集
に
、『
遠
明
堂
詩
鈔
』
二
巻
（
渡
辺
徹
鑒
（
蘭
谷
）、
一
八
九
一
年
）
が
あ
る
。

（
54
）　

細
野
燕
台
「
北
方
心
泉
先
生
に
就
て
―
十
月
号
所
載
北
大
路
氏
書
道
記
事
に
関
連
し
て
―
」（
星
岡
窯
研
究
所
『
星
岡
』
第
三
巻
第
六
三
号
、
一
九

三
五
年
十
二
月
号
）
に
よ
る
と
、「（
心
泉
は
）
自
分
の
家
に
あ
る
も
の
な
ど
殆
ど
支
那
風
で
、
着
物
も
支
那
服
を
着
た
り
し
て
、
其
時
分
と
し
て

は
餘
程
支
那
か
ぶ
れ
し
た
も
の
で
あ
り
ま
し
た
。」
と
あ
る
。

（
55
）　
「
余
「
真
宗
説
教
」
第
六
号
脱
稿
」（
一
八
七
七
年
八
月
十
八
日
）。

　
　
　
「
余
「
真
宗
説
教
」
第
七
号
脱
稿
」（
同
年
九
月
四
日
）。

　
　
　
「「
説
教
」
草
稿
第
八
号
脱
稿
」（
同
年
十
月
一
日
）。

　
　
　
「「
真
宗
説
教
」
第
九
号
、
松
本
白
華
殿
草
成
以
求
刪
補
于
余
成
賛
而
直
啓
上
」（
一
八
七
八
年
一
月
七
日
）。

（
56
）　

十
月
十
七
日
「
薄
暮
銭
子
琴
到
余
前
、
城
老
因
輪
的
之
請
莅
其
席
。
蓋
別
院
有
外
史
翻
刻
之
挙
件
也
」。

　
　
　

十
二
月
十
一
日
「
銭
子
琴
先
生
（
中
略
）
外
史
評
点
及
毛
対
山
序
文
成
」。
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（
57
）　

整
理
番
号
２
０
６
「〔
雑
録
〕　
〔
明
治
初
〕
写
（
白
華
）」（
※
表
題
、
縦
一
八
×
横
一
二
）。
本
資
料
は
、
前
掲
注
27
『
松
任
本
誓
寺　

白
華
文
庫

目
録
』
に
収
録
せ
ず
。

　
　
　

外
史
翻
刻
計
算

（
※
欄
外
冒
頭　

預
備
／
八
百
五
十
一
円
九
十
八
銭
／
六
厘
四
毛
）

一　

四
拾
五
円　

斉
玉
谿
・
毛
対
山
／
銭
子
琴
・
曹
叔
培
等
ヘ
／
依
頼
ニ
付
諸
入
費

　
　
　

内
訳

　
　
　
　

弐
拾
円　

斉
玉
谿
序
文

　
　
　
　

拾
円　
　

毛
対
山
品
物
贈
ル

　
　
　
　

拾
五
円　

宴
会
等
費
張
鼎
功
ヘ
貸
ス

一　

六
円
九
拾
八
銭
六
厘
四
毛　

判マ
マ

木
誤
刻
見
本
／
幷
ニ
カ
バ
ン
崖
辺
遣
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

○
白
尾
・
浄
川
ヘ
ハ
／
外
史
一
部
ツ
ヽ
遣
ス

一　

五
拾
円　
　
　
　
　
　
　
　

銭
子
琴
・
曹
叔
培
雇
薪
水
／
費
遣
ス

　
　
　
　

但
十
二
月
渡
置
ク
ト
雖
モ
勉
強
為
致
度
ニ
／
付
預
置
分
拾
円
也
此
金
五
円
渡
ス

一　

五
拾
円　
　
　
　
　
　
　
　

銭
子
琴
・
曹
叔
培
／
薪
水
費

　
　
　

右
二
月
中
ニ
相
渡
候
約
定
尤
外
史
出
来
ゟ
ノ
／
周
旋
都
テ
此
中
ニ
籠
候
約
定
故
五
拾
円
預
置
／
九
月
拾
六
日
応
接
済
ニ
テ
渡
ス

一　

二
十
九
円
三
角
六
分
四
厘　

第
二
巻

一　

廿
七
円
六
角
五
分　
　
　
　

第
三
巻　

第
四
巻

一　

五
拾
円
○
○
四
分　
　
　
　

第
四
五
両
巻

一　

五
拾
円
○
六
角　
　
　
　
　

第
六
七
巻

一　

五
拾
三
円
壱
角
五
分　
　
　

第
八
九
十
巻
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一　

五
拾
五
円
七
角
六
分　
　
　

第
十
一
十
二
巻

一　

四
十
六
元
二
角　
　
　
　
　

第
十
三
四
巻

一　

五
十
六
元　
　
　
　
　
　
　

第
十
五
六
巻

一　

五
十
円　
　
　
　
　
　
　
　

第
十
七
八
巻
ノ
先
渡

　

〆
五
百
七
拾
円
○
七
拾
五
銭
○
四
毛
也

　
　

預
備
八
百
五
拾
壱
円
九
拾
八
銭
六
厘
四
毛
／
之
内
ニ
テ
〆
高
引
残
リ

　
　
　
　
　
　
　

弐
百
八
拾
壱
円
弐
拾
三
銭
六
厘

（
58
）　

本
書
は
光
緒
四
年
の
清
末
文
人
や
心
泉
の
序
跋
を
掲
載
し
、
末
尾
に
「
上
洋
馬
馥
堂
刻
印
」
と
あ
る
。
こ
の
馬
馥
堂
は
、
本
資
料
「
真
宗
説
教
」

の
刊
記
に
あ
る
馬
福
堂
と
同
一
の
版
元
と
思
わ
れ
、
拝
山
が
上
海
滞
在
中
（
一
八
七
八
年
二
月
～
六
月
）
に
作
ら
せ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
東
京
大

学
総
合
図
書
館
所
蔵
本
は
「
光
緒
丁
亥
（
光
緒
十
三
年
・
一
八
八
七
・
明
治
二
十
）
春
仲
遊
次
大
宰
府
往
訪　

拝
山
詞
兄
談
次
示
骨
筆
幷
索
第
句

為
賦
長
古
以
応
雅
属
並
普　

政
之
」
を
収
録
す
る
が
、
無
窮
会
所
蔵
本
で
は
こ
の
部
分
を
収
録
し
な
い
。
さ
ら
に
、
東
大
本
は
該
当
箇
所
の
み
字

体
が
異
な
る
ほ
か
、
無
窮
会
本
と
比
べ
て
全
体
的
に
刷
り
の
状
態
が
良
く
な
い
こ
と
か
ら
、
後
修
に
よ
る
増
補
本
（
明
治
二
十
年
以
降
）
で
あ
る
。

（
59
）　

蛯
原
八
郎
『
海
外
邦
字
新
聞
雑
誌
史　

付
海
外
邦
人
外
字
新
聞
雑
誌
史
』（
学
而
書
院
、
一
九
三
六
年
。
一
九
八
〇
年
、
名
著
普
及
会
よ
り
再
版
）

二
七
五
頁
に
、
以
下
の
記
述
が
あ
る
。

　
　
　

清
国
に
於
け
る
最
初
の
邦
字
雑
誌
は
、
明
治
十
五
年
七
月
に
岡
正
康
が
創
刊
し
た
月
刊
「
上
海
商
業
雑
報
」
で
あ
ら
う
と
思
ふ
。
四
六
倍
判
、
約

三
十
頁
、
発
行
所
は
英
租
界
の
三
井
物
産
会
社
内
上
海
商
同
会
で
つ
た
。（
中
略
）
江
南
哲
夫
も
創
立
者
の
一
人
で
あ
つ
た
。
当
時
の
内
務
省
の
調

査
に
拠
る
と
、
此
雑
誌
は
明
治
十
六
年
十
月
発
行
の
第
十
一
号
限
り
廃
刊
し
た
も
の
ら
し
い
。
我
明
治
文
庫
に
は
、
第
二
号
か
ら
其
終
刊
第
十
一

号
ま
で
が
保
存
さ
れ
て
ゐ
る
。

（
60
）　

前
掲
注
２
『
六
十
年
史
』、
七
一
頁
。

（
61
）　

前
掲
注
59
『
海
外
邦
字
新
聞
雑
誌
史
』
二
七
〇
頁
に
、『
自
由
新
聞
』
第
七
七
〇
号
（
一
八
九
四
年
二
月
二
日
発
行
）
か
ら
の
引
用
と
し
て
、
以
下
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の
記
述
が
あ
る
。

（
前
略
）
又
上
海
虹
口
西
東
本
願
寺
別
院
に
於
て
、
今
度
「
佛
門
日マ

マ

報
」
と
題
す
る
新
聞
を
発
行
せ
り
。
主
筆
は
院
主
佐
野
則マ

吾マ

氏
に
し
て
、

初
刊
千
部
を
印
刷
し
て
広
く
清
国
各
地
に
配
布
し
、
専
ら
支
那
人
を
済
度
す
る
目
的
な
る
由
。

（
62
）　

西
本
願
寺
で
は
、
法
主
を
引
退
し
た
大
谷
光
瑞
が
大
正
十
年
（
一
九
二
一
）、
上
海
に
別
荘
「
無
憂
園
」
を
構
え
た
。
翌
大
正
十
一
年
（
一
九
二

二
）
に
は
「
獅
子
吼
会
」
を
結
成
し
邦
人
向
け
に
講
演
な
ど
を
行
っ
た
ほ
か
、
同
年
に
雑
誌
『
大
乗
』（
西
本
願
寺
、
一
九
四
三
年
廃
刊
）
を
刊
行

し
た
。
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凡
例

一
、
漢
字
表
記
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て
現
在
通
行
の
印
刷
字
体
を
用
い
た
。

一
、
判
読
不
能
の
箇
所
に
つ
い
て
は
、
□
で
表
記
し
、
推
測
さ
れ
る
文
字
を
（　

）
で
補
記
し
た
。

一
、
行
数
と
文
字
数
に
つ
い
て
は
、
原
資
料
に
従
っ
た
。

一
、
丁
数
に
つ
い
て
は
、
原
資
料
に
従
っ
た
。

翻
刻

真
宗
説
教

（
表
紙
）

真
宗
説
教
第
一
号

成
佛
道
有
二
種　

一
曰
難
行
道　

二
曰
易
行
道　

難
行
道
者

謂
修
六
度
萬
行　

以
悟
法
性
妙
理　

行
此
道
甚
難
矣　

故
龍
樹

菩
薩
曰　

行
諸
難
行
久
乃
可
得　

易
行
道
者　

謂
心
深
信
阿
弥

陀
佛
本
願
之
道
理　

口
称
南
無
阿
弥
陀
佛　

佛
力
住
持　

即
得

往
生
浄
土　

行
斯
道
甚
易
矣　

故
龍
樹
菩
薩
曰　

即
時
入
必
定

　

伝
此
易
行
道　

得
即
度
則
龍
樹
菩
薩
也　

天
親
菩
薩
也　

在
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中
華
則
曇
鸞
大
師
也　

道
綽
大
師
也　

善
導
大
師
也　

在
日
本

則
源
信
大
師
也　

源
空
大
師
也　

吾
宗
祖
親
鸞
大
師　

相
承
已

上
七
祖　

以
開
一
宗　

名
浄
土
真
宗　

今
畧
言
之
真
宗　

即
所

謂
易
行
道
也　

是
故
本
宗
所
伝　

異
於
他
宗
之
旨　

不
論
在
家

与
出
家　

不
論
賢
者
与
不
肖
者　

不
禁
吃
酒　

不
禁
吃
肉　

惟
（
一
表
）

貴　

惟
賤　

不
管
寵
妻
与
愛
子　

不
管
条
桑
獲
稲　

与
相
貿
易

于
市
井
関
津　

其
成
佛
之
業
因　

唯
深
信
阿
弥
陀
佛
本
願
之
道

理
而
已　

故
常
称
南
無
阿
弥
陀
佛　

応
報
大
悲
済
度
之
恩　

能

如
此
而
終
生
履
行
孝
悌
忠
信　

為
本
宗
之
規
律　

即
是
大
無
量

寿
経
所
説
也　

経
言　

言
行
忠
信　

表
裏
相
応　

又
言
行
択
其

善
者　

勤
而
行
之　

蓋
人
當
敬
事
孝
養
於
君
父　

行
無
踰　

五

尺
之
童
尚
知
其
宜
然　

何
以
二
毛
之
碩
学　

半
已
之
長
老　

不

知
履
行
之
者
多　

豈
不
可
謂
咄
咄
怪
事
乎　

世
人
試
思
之　

其

知
宜
孝
養
敬
事
者　

即
是
自
己
本
然
之
良
心
也　

然
知
之
而
忍

不
行
之
者
何　

只
是
私
慾
隔
断　

自
害
良
心
也　

孟
子
所
謂
其

旦
画
所
為
有
梏
亡
之
矣　

梏
之
反
覆
者
也　

良
心
萌
孽
偶
発
見

至
微
而
念
念
事
事
展
転
反
覆
梏
亡
之
遂
至
其
好
悪　

与
人
遠
矣
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令
和
三
年
三
月

（
一
裏
）

　

故
釈
迦
牟
尼
佛
警
覚
之
言　

父
母
教
誨　

瞋
目
怒
譍　

言
令

不
和　

違
戻
反
逆　

譬
如
怨
家　

不
如
無
子　

又
言　

佞
諂
不

忠　

巧
言
諛
媚　

疾
賢
謗
善　

陥
入
怨
枉　

嗚
吁
何
弗
思
之
甚

矣　

一
自
反　

則
其
善
不
善　

可
以
不
言
而
諭　

世
人
且
思
量

　

如
此
不
善　

計
之
不
一
而
足　

不
啻
今
世
旦
夕
為
之　

無
始

已
来
積
累
者　

不
可
勝
計　

乃
所
以
死
後
受
地
獄
之
苦
悩
也

苟
知
此
理　

則
不
可
不
勉
去
不
善
而
赴
善　

然
業
道
如
秤　

重

者
先
牽　

今
而
後
唯
善
是
為　

而
奈
何
従
前
所
造
之
地
獄
之
業

因
過
多　

不
断
除
之　

則
不
能
免
地
獄
之
苦
悩　

是
其
所
以
捨

家
棄
欲　

絶
妻
子
之
恩
愛　

修
六
度
萬
行
之
難
也　

然
人
生
一

生
応
分
之
事　

猶
且
或
不
能
履
行
之　

況
修
六
度
萬
行
乎　

是

以
阿
弥
陀
佛　

大
慈
大
悲　

招
喚
衆
生
曰　

汝
一
心
正
念
直
皈

（
二
表
）

依
我　

以
當
済
度　

又
誓
曰　

若
不
生
者　

不
取
正
覚　

故
一

信
阿
弥
陀
佛
本
願
之
道
理　

則
即
以
大
悲
光
明　

摂
護
此
人

令
住
不
退
転
位　

依
佛
力
住
持　

罪
悪
消
滅　

必
得
往
生
浄
土

受
快
楽　

是
故
終
生
称
南
無
阿
弥
陀
佛　

報
大
悲
済
度
之
恩
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且
須
履
行
本
宗
之
規
則
也　

孟
子
曰　

学
問
之
道
無
他
求
其
放

心
而
已
学
問
者
何　

念
念
事
事　

問
之
吾
性
也　

学
之
吾
性
也

　

非
謂
如
彼
汲
汲
然
於
記
誦
訓
話　

以
求
功
名
利
達
之
具　

懸

空
無
実　

務
於
外
遺
於
内　

甚
至
破
産
亡
家　

画
于
茅　

宵
索

綯　

紛
紛
雑
雑
之
間　

接
於
一
事　

発
於
一
念　

而
反
躬
自
省

非
是
不
尽
臣
民
之
務
乎　

非
是
忘
却
子
弟
之
分
乎　

非
是
交
友

無
信
乎　

実
践
躬
行
之　

農
学
之
得
為
農　

商
賈
学
之
得
為
商

賈　

以
出
則
忠　

以
入
則
孝　

是
之
謂
学
問　

所
謂
工
夫
萌
孽

（
二
裏
）

　

於
是
乎
生
生
不
停　

則
与
人
同
好
悪
之
功
夫
蓋
在
此
耳　

而

此
工
夫
是
釈
迦
牟
尼
佛
大
無
量
寿
経
所
説
也　

曰　

修
己
潔
体

　

洗
除
心
垢　

修
己　

謂
於
一
念
一
事　

自
反
以
正
己　

彼
所

謂
求
放
心
也　

既
正
自
己
之
意
念　

即
心
体
得
正
焉　

此
謂
潔

体　

能
如
是
而
念
念
不
忘　

則
洗
除
心
垢　

始
可
以
到
言
行
忠

信
表
裏
相
応
之
地
位
矣　

而
其
下
手
力
行　

去
邪
得
正
之
工
夫

　

只
是
修
己
二
字
耳　

詳
説
之
則
択
其
善
者
勤
而
行
之
也　

如

此
実
是
軽
軽
易
易
而
却
是
実
在
工
夫　

随
手
去
邪
得
正
之
大
道

也　

豈
不
易
行
道
乎
願
世
人
勉
旃
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令
和
三
年
三
月

（
三
表
）

※
空
白

（
三
裏
）

真
宗
説
教
第
二
号

前
号
説
成
佛
道
有
難
易
二
種　

然
猶
未
説
尽　

故
逐
次
申
説
之

　

一
則
要
布
施
持
戒
忍
辱
精
進
禅
定
智
恵　

総
修
得
之　

而
一

毫
勿
遣　

煩
悩
惑
業　

総
断
滅
之　

而
莫
使
一
糸
牽
掛　

終
以

悟
本
有
之
佛
性　

然
唯
是
自
力　

無
他
力
持　

故
其
間
苦
行
不

可
名
状　

蓋
所
以
難
行
道
也　

一
則
以
信
佛
因
縁　

願
生
浄
土

　

乗
阿
弥
陀
佛
願
力　

便
得
往
生
浄
土　

佛
力
住
持　

即
住
不

退
転
位　

勿
要
一
毫
自
力
之
功　

蓋
所
以
易
行
道
也　

故
龍
樹

菩
薩
設
譬
説
明
之
曰　

如
世
間
道
有
難
有
易　

陸
道
歩
行
則
苦

　

水
道
乗
船
則
楽　

夫
悕
望
私
利　

只
図
肥
身　

機
変
之
巧
無

所
不
到　

騙
瞞
之
事
無
所
不
為　

此
謂
貪
欲　

遇
逆
境　

或
偶

失
便
宜　

則
盆
怒
鬭
争　

勉
強
忍
之　

卻
胸
中
如
裂　

此
謂
瞋

（
一
表
）

恚　

此
皆
是
地
獄
之
業
根
也　

然
竟
不
知
去
悪
赴
善　

只
懵
懵

瞳
瞳
做
去　

此
之
謂
愚
癡　

已
上
三
者
此
謂
三
毒
煩
悩　

且
夕
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作
此
数
多
煩
悩
即
此
悪
因
而
不
停　

已
有
悪
因　

豈
得
無
悪
果

乎　

所
以
来
世
不
免
苦
悩
也　

且
夫
人
寿
有
限　

不
可
期
之
十

百
歳　

今
現
壮
且
健　

然
気
息
一
絶　

則
難
免
一
死　

況
其
期

不
可
豫
知　

実
是
一
呼
一
吸
蜉
蝣
之
寄
焉
而
已　

念
及
於
此

号
天
呌
地　

不
可
不
求
一
条
活
路　

乃
歩
行
於
難
行
陸
道　

嶮

而
遠
矣　

則
智
恵
之
眼
目
不
可
不
明　

萬
行
之
腰
脚
不
可
不
堅

　

衆
善
之
資
糧
不
可
不
多　

然
今
時
衆
生　

智
目
則
盲　

行
足

則
蹇　

資
乏　

糧
空　

欲
行
此
道　

雖
一
歩
難
進
也
必
矣　

易

行
之
水
道
於
是
乎
可
皈
依　

阿
弥
陀
佛
本
願　

猶
苦
海
之
慈
航

也　

不
要
智
目　

不
要
行
足　

不
要
自
力
衆
善
之
資
糧　

一
乗

（
一
裏
）

此
願
船　

必
當
到
涅
槃
之
彼
岸
矣　

譬
如
鉄
石
世
之
重
物
也

装
之
船
内
則
可
航
大
洋　

世
人
生
生
世
世
所
造
之
罪
悪
雖
重

一
信
阿
弥
陀
佛
本
願
之
道
理　

仗
佛
力
住
持　

往
生
浄
土
之
業

事
成
於
一
念
之
頃　

即
可
得
渡
苦
海
生
浄
土　

豈
非
易
行
之
至

極
矣
哉　

信
此
道
理
而
不
疑　

此
謂
獲
得
他
力
信
心　

此
信
心

即
是
往
生
浄
土
之
真
恩
也　

已
獲
得
信
心　

唯
能
常
称
南
無
阿

弥
陀
佛　

応
報
大
悲
済
度
之
恩
也　

已
土
所
説
是
本
宗
安
心
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令
和
三
年
三
月

若
本
宗
規
則　

則
経
所
謂
一
心
制
意
端
身
正
行
也　

言
行
忠
信

表
裏
相
応
也　

即
世
間
所
謂
履
行
孝
悌
忠
信
也　

蓋
是
人
生
分

内
之
事　

而
断
断
不
可
闕
者
也　

宗
規
其
豈
可
不
守
乎

（
二
表
）

※
空
白

（
二
裏
）

真
宗
説
教
第
三
号

曇
鸞
大
師
曰　

易
行
道
者　

謂
以
信
佛
因
縁　

願
生
浄
土　

乗

佛
願
力　

便
得
往
生
彼
清
浄
土　

佛
力
住
持　

即
入
大
乗
正
定

之
聚　

言
信
阿
弥
陀
佛
本
願
之
道
理　

即
時
住
不
退
転
位　

必

當
往
生
浄
土
也　

信
佛
因
縁
之
言　

蓋
是
易
行
道
之
指
帰
矣

世
人
試
思
之　

有
因
必
有
果　

積
善
餘
慶　

積
悪
餘
殃　

古
之

格
言　

積
善
而
成
名　

悪
積
而
亡
身　

皆
是
因
果
之
理　

作
忠

信
節
孝
之
因　

則
有
旌
表
恩
典
之
果　

作
不
軌
犯
法
之
因　

則

有
呵
責
刑
戮
之
果　

如
此
是
不
待
智
者
而
知
也　

世
人
且
思
量

　

履
行
孝
悌
忠
信　

是
人
生
分
内
之
事　

然
其
事
尚
且
不
能
履

行
之　

何
有
善
根
在　

況
於
転
迷
開
悟
之
大
事
乎　

然
所
以
不

能
修
善
根
者
何　

被
貪
欲
与
瞋
恚
与
愚
癡
及
一
切
無
量
煩
悩
隔



351

白
華
文
庫
蔵
「
真
宗
説
教
」
に
つ
い
て
（
川
邉
）

（
一
表
）

断
也　

而
此
煩
悩
即
是
堕
獄
之
業
因　

然
則
已
無
有
成
佛
之
縁

　

卻
有
堕
獄
之
因　

而
不
可
勝
計　

則
獲
悪
果
也
必
矣　

可
不

静
思
而
猛
省
而
悔
過
遷
善
乎　

釈
迦
牟
尼
佛
言　

大
命
将
終
悔

懼
交
至　

噫
夫
積
悪
餘
殃
之
道
理　

報
応
不
爽　

至
無
可
奈
何

之
際　

此
時
雖
悔
則
已
晩
矣　

思
念
一
及
於
此　

即
急
速
可
皈

依
阿
弥
陀
佛
之
願
力　

阿
弥
陀
佛
之
本
願　

即
是
前
号
所
謂
苦

海
之
慈
航
迷
津
之
寳
筏
也　

縦
令
彼
貪
瞋
等
罪
悪
深
重　

深
信

此
本
願
之
道
理　

得
佛
力
住
持
即
時
住
不
退
転
位
矣　

生
此
信

心　

偏
是
佛
力
所
然　

故
言
他
力
信
心　

夫
此
信
心
之
因
即
感

無
上
涅
槃
之
果　

無
上
涅
槃
者　

謂
永
離
生
死
之
迷　

開
与
阿

弥
陀
佛
一
様
真
如
法
性
之
妙
果　

盖
積
善
餘
慶
之
至
極
最
大
者

也　

因
果
之
道
理
其
容
疑
乎　

阿
弥
陀
佛
之
願
力
如
此
可
能
済

（
一
裏
）

度
衆
生　

當
信
而
不
疑
歓
喜
奉
行　

若
疑
而
不
信
則
不
能
済
度

之　

譬
如
雖
鉄
石
重
物
搭
船
可
以
航
大
洋　

然
不
去
搭
之
不
能

渡
海　

故
龍
樹
菩
薩
曰　

若
人
種
善
根　

疑
則
華
不
開　

信
心

清
浄
者　

華
開
則
見
佛　

実
是
以
信
佛
因
縁
得
往
生
浄
土
也　

非



352

『
大
倉
山
論
集
』
第
六
十
七
輯

　
令
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無
因
他
因
有
也　

世
人
若
知
此
因
果
之
道
理　

則
何
不
慮
来
生

感
果
之
如
何　

而
懵
懵
瞳
瞳
做
去
哉　

須
急
速
皈
依
易
行
大
道

　

深
信
阿
弥
陀
佛
本
願
之
道
理　

念
南
無
阿
弥
陀
佛
也　

其
能

如
此
是
名
入
正
定
聚　

正
定
聚
者
是
不
退
転
位
也　

已
入
正
定

聚
之
位　

則
須
守
本
宗
規
則　

規
則
者
何
非
持
戒
律
也　

非
仮

粧
外
貌
也　

忠
于
君　

孝
于
親　

友
十
兄
弟　

信
于
朋
友　

即

全
仁
義
礼
智
也　

此
是
釈
迦
牟
尼
佛
之
遺
誡　

而
古
聖
人
所
以

教
人
者
也　

固
人
世
応
分
之
事
也　

然
則
能
履
行
此
規
則　

斯
（
二
表
）

勿
愧
以
為
人　

須
称
南
無
阿
弥
陀
佛
報
大
悲
済
度
之
恩

（
二
裏
）

真
宗
説
教
第
四
号

人
之
所
以
異
於
禽
獣
者
何　

其
性
虚
霊
不
昧　

居
仁
由
義　

謂

之
人　

此
謂
萬
物
之
霊　

若
只
有
知
覚
運
動　

而
不
知
仁
義
礼

智　

則
与
禽
獣
何
異　

人
其
欲
為
人
歟　

欲
為
禽
獣
歟　

世
人

且
思
量　

為
人
為
禽
獣　

其
権
非
他
人
操
之　

就
是
自
己
操
之

也　

然
誰
願
為
禽
獣
者　

但
不
忠
于
君　

不
孝
于
親　

唯
悪
是

作　

唯
利
是
図　

日
用
常
行
之
間　

詭
計
百
出　

迭
相
吞
噬
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仁
義
礼
譲
則
一
毫
無
有　

此
等
人
直
謂
之
禽
獣
也
可　

是
故
釈

迦
牟
尼
佛　

憫
世
之
多
禽
獣
也　

以
一
言
喚
醒
之　

言
択
其
善

者
□

（
勤
カ
）而

行
之　

夫
善
有
二　

曰
世
間
善　

曰
出
世
間
善　

択
世

間
善
而
行
之　

則
可
以
為
人　

択
出
世
間
善
而
行
之　

則
可
以

成
佛　

你
欲
堕
地
獄
受
苦
難
歟　

欲
生
浄
土
享
快
楽
歟　

世
人

（
一
表
）

且
思
量　

堕
地
獄
生
浄
土　

其
権
非
他
人
操
之　

就
是
自
己
操

之
也　

造
地
獄
者
誰　

自
己
造
也　

臣
欺
其
君　

子
欺
其
父

兄
弟
夫
婦
朋
友
之
間　

交
相
欺
誑
転
相
尅
賊　

自
昧
本
善
之
性

　

徒
逞
人
欲
之
私　

此
種
念
頭　

皆
是
地
獄
之
業
根
也　

譬
如

国
家
設
有
牢
獄　

世
無
作
悪
犯
法
之
人　

牢
獄
亦
無
所
用　

則

造
牢
獄
者　

非
悪
人
而
誰　

但
其
顕
著
於
身
之
罪
悪　

則
国
法

得
而
罰
之　

其
隠
匿
於
心
之
罪
悪　

国
法
所
不
及
罰
者　

則
有

地
獄
得
而
罰
之　

無
量
永
刦
不
能
脱
苦
難　

世
人
且
思
量　

誰

能
造
浄
土　

六
度
萬
行
即
是
成
佛
之
行
也　

然
衆
生
無
始
已
来

所
造
之
罪
悪　

無
由
消
釈　

何
能
更
修
得
六
度
萬
行　

幸
頼
阿

弥
陀
佛
発
大
慈
悲
於
億
萬
載
永
刼
前　

発
願
修
行　

以
荘
厳
浄

土　

且
成
就
名
号
曰
南
無
阿
弥
陀
佛　

此
名
号
即
是
諸
善
萬
行
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（
一
裏
）

之
総
体
也　

是
故
深
信
此
本
願
之
道
理　

念
南
無
阿
弥
陀
佛

則
其
理
与
修
六
度
萬
行
同
一
也　

罪
悪
自
然
消
釈　

来
世
必
生

浄
土
成
佛　

如
有
人
能
全
仁
義
礼
智
則
為
人　

否
則
即
為
禽
獣

矣　

深
信
此
本
願
称
此
佛
名　

即
大
悲
光
明
摂
護
此
人　

故
當

往
生
極
楽
浄
土　

若
反
唯
悪
是
作　

必
當
堕
地
獄
矣　

乃
世
間

道
与
出
世
間
道　

其
理
是
一
般
而
所
謂
出
世
間
道　

即
信
本
願

念
佛
名　

此
是
本
宗
安
心　

其
世
間
道　

即
全
仁
義
礼
智　

此

是
本
宗
規
則
也　

誰
願
為
禽
獣　

誰
願
堕
地
獄
乎　

履
行
本
宗

規
則　

今
世
以
成
人　

決
定
本
宗
安
心　

来
世
以
成
佛　

豈
不

快
乎　

我
真
宗
之
教
法
蓋
如
此　

世
人
将
謂　

日
日
有
事　

旦

夕
汲
汲　

不
遑
慮
来
世
之
事　

則
是
自
暴
自
棄　

与
人
無
于
者

也　

釈
迦
牟
尼
佛
有
言　

愛
欲
栄
華
不
可
常
保　

若
夫
金
楼
鏤

（
二
表
）

珠
玉　

几
席
列
八
珍　

春
花
秋
月
玩
賞
有
餘　

王
侯
之
貴
亦
不

羨　

然
庸
庸
碌
碌
不
知
不
覚
忘
却
老
之
将
至　

一
旦
攬
鏡
自
照

　

不
幾
訝
白
髪
翁
何
処
来
乎　

況
其
中
不
免
遇
有
疾
病　

則
佳

肴
不
甘　

羅
衾
不
軽　

耳
目
手
足
失
其
司　

智
慮
心
思
闕
其
用
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即
有
良
医
妙
術　

或
命
数
已
終　

即
難
免
一
死　

則
一
生
歓

楽
之
事　

総
是
成
空　

由
此
観
之　

何
苦
不
皈
依
佛
力　

安
立

易
行
大
道　

而
自
諉
不
遑
哉　

況
日
用
常
行
之
事　

無
如
於
信

本
願
念
佛
名　

而
信
本
願
念
佛
名　

則
不
能
邪
曲
於
日
用
常
行

之
事　

誰
得
謂
日
日
有
事　

不
遑
孝
于
親　

不
遑
忠
于
君　

将

日
日
所
有
之
事　

可
以
為
禽
獣
之
業　

可
以
為
人
之
行　

与
皈

佛
力
而
生
浄
土　

反
之
堕
獄　

総
是
你
自
己
作
主
矣　

択
其
善

者
勤
而
行
之
其
此
之
謂
也　

然
則
日
用
常
行
反
観
之
已　

率
虚

（
二
裏
）

霊
之
性　

全
仁
義
礼
智　

則
可
謂
萬
物
之
霊　

□
（
深
カ
）信

阿
弥
陀
佛

本
願
之
道
理
念
南
無
阿
弥
陀
佛　

即
可
謂
住
正
定
聚
之
人　

而

此
二
者
是
本
宗
之
安
心
及
規
則
也　

夫
為
人
歟　

為
禽
獣
歟

往
生
極
楽
浄
土
歟　

堕
在
地
獄
受
苦
悩
歟　

世
人
有
心　

自
去

思
量
可
也

（
三
表
）

※
空
白

（
三
裏
）

真
宗
説
教
第
五
号
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蓋
人
也
者　

萬
物
之
霊
也　

軽
視
此
生　

而
自
暴
自
棄　

不
甚

可
哀
哉　

凡
人
生
日
用
之
事　

言
乎
日　

莫
大
於
饑
渇　

故
式

飲
式
食
以
備
之　

言
乎
歳　

莫
大
於
寒
暑　

故
喪
葛
以
備
炎
凉

　

営
室
以
禦
風
雨　

如
徹
彼
桑
土
綢
繆
牖
戸
者
是
也　

能
為
之

備
則
無
凍
餓
之
憂　

而
言
乎
一
世　

則
莫
大
於
死
生　

未
知
生

焉
知
死　

人
既
受
此
生　

豈
能
無
死　

世
人
能
知
衣
食
以
備
凍

餓　

而
養
生
而
不
知
為
死
後
之
備
何
哉　

如
夫
朝
歓
暮
楽　

安

富
尊
栄　

承
意
旨　

供
色
笑　

惟
動
惟
止　

而
無
有
一
毫
遺
憾

然
只
是
一
世
之
富
貴
而
已　

気
息
若
一
絶　

則
妻
帑
也　

財
寳

也　

平
生
之
依
憑
者　

一
件
不
能
携
帯　

則
冥
冥
幽
闇
裏　

只

一
已
行
焉
而
已　

豈
凍
餓
之
比
乎　

一
念
於
此　

則
何
萬
物
之

（
一
表
）

霊
而
甘
心
暴
棄
不
為
之
備
乎　

然
此
是
転
迷
開
悟
之
大
事　

仮

令
畢
生
深
思　

雖
殫
精
竭
慮　

無
由
得
登
進
之
路　

則
入
其
門

者
或
寡
矣　

故
只
須
深
皈
依
阿
弥
陀
佛
之
願
力　

則
得
従
入
之

途　

如
行
大
路
然　

如
何
是
願　

平
坦
無
礙　

不
要
智
恵　

不

要
持
戒　

仮
令
罪
悪
深
重　

一
心
皈
命
阿
弥
陀
佛　

即
時
令
住

不
退
転
位　

決
定
往
生
極
楽
浄
土
也　

即
是
前
数
号
所
説
之
易
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行
道
者
也　

是
故
深
信
此
本
願
之
道
理　

常
念
南
無
阿
弥
陀
佛

　

応
報
大
悲
済
度
之
恩　

其
能
如
此
則
来
世
之
備
已
成
矣　

欲

知
来
世
因　

今
生
作
者
是　

而
来
世
之
備
已
成　

則
非
前
日
之

愚
蒙
也　

蓋
是
佛
智
所
然　

故
既
住
不
退
転
位　

則
不
可
不
守

本
宗
之
規
則　

宜
常
存
孝
悌
忠
信
之
字
於
心
頭
而
勿
遺　

詩
云

　

哀
哀
父
母　

生
我
労
劬　

若
無
父
母　

何
以
成
此
身
軀　

父
（
一
裏
）

母
何
等
劬
労　

養
成
我
一
個
人　

宜
温
清
定
省
竭
力
奉
事
也

在
斯
世　

享
太
平
之
福　

無
盗
賊
之
虞　

安
居
楽
業　

得
自
由

於
世
間
者　

是
誰
功
徳

皇
上
在
焉　

定
律
令
以
張
綱
維　

設
官
吏
以
施
治
化　

故
釈
迦

牟
尼
佛
有
言　

若
無
帝
王　

一
日
之
中　

萬
姓
荒
乱　

相
残
害

　

則
吾
人
受

皇
上
保
庇　

如
此
其
大
也　

忘
却
洪
恩　

尚
可
謂
之
人
乎　

故

為
臣
當
作
忠
臣　

為
民
當
作
良
民　

切
勿
作
犯
法
之
事　

常
思

有
益
於
国
家　

如
此
則
或
可
報
保
庇
之
恩
于
萬
一
也　

其
他
夫

婦
兄
弟
朋
友
之
間　

自
応
各
尽
其
道　

以
上
四
字
是
人
生
要
緊

之
事　

断
断
不
可
闕
者
也　

而
本
宗
之
規
則　

亦
不
外
乎
此
矣
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世
人
或
謂　

斯
言
実
為
然　

然
至
行
之　

人
人
不
能
如
此

（
二
表
）

則
如
何
吾
独
能
為　

噫
吁
何
謬
妄
一
至
此
乎　

惑
亦
甚
矣　

你

且
謂
吾
四
隣
皆
是
貧　

吾
家
勿
富
貴
乎　

謂
鄰
家
主
人
病
而
絶

食　

吾
亦
絶
食
乎　

其
恣
已
則
毫
無
顧
忌　

而
其
為
善
則
欲
俟

諸
後
人
何
哉　

你
不
曾
読
中
庸
乎　

曰
戒
慎　

曰
恐
懼　

曰
慎

其
独　

又
不
曾
読
詩
乎　

相
在
爾
室　

尚
不
愧
於
屋
漏　

然
謂

此
是
君
子
所
為　

非
吾
人
所
企
及　

即
是
自
暴
自
棄　

吾
亦
何

言　

但
今
時
世
人　

粗
識
之
無　

高
談
孔
孟　

以
読
書
為
文
過

之
資　

籍
儒
術
為
欺
人
之
具　

則
雖
動
墨
横
錦　

咳
唾
成
珠

及
考
其
所
為　

不
啻
郷
愿　

乃
聖
賢
徒
為
弄
具　

経
典
借
作
梯

栄　

所
謂
道
者　

徒
逋
啜
之
道
也　

不
亦
墜
緒
茫
茫
乎　

悲
夫

　

則
如
此
非
孔
孟
之
罪
人
而
何
哉　

吾
佛
有
言　

心
口
各
異

言
念
無
実　

豈
不
可
慎
乎

（
二
裏
）

真
宗
説
教
第
六
号

前
号
説
成
佛
道
有
難
行
易
行
二
種　

今
當
闡
明
難
易
之
異　

夫

所
證
佛
果
者
一
而
已　

何
為
致
修
道
有
難
易
之
差
耶　

謂
由
有
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他
力
自
力
之
異
也　

曇
鸞
大
師
曰　

愚
哉
後
之
学
者　

聞
他
力

可
乗　

當
生
信
心　

勿
自
局
分
也　

凡
能
勝
物
者
謂
之
力　

火

能
焼
物　

火
之
力
也　

水
能
潤
物　

水
之
力
也　

発
心
修
行

積
功
於
三
祇　

二
智
圓
満　

成
果
於
三
徳　

佛
法
之
力
也　

然

利
智
精
進
人　

宜
以
自
己
之
力
修
之　

今
時
衆
生　

雖
偶
欲
猛

進
修
此
道　

心
猿
意
馬
跳
而
不
止　

内
有
六
識　

外
有
六
境

眼
喜
色　

耳
慕
声　

口
貪
味
之
類　

晏
然
処
此　

放
而
不
反

縦
令
尽
千
年
寿　

如
獼
猴
之
情　

冥
頑
不
霊　

無
由
入
于
佛
界

　

蓋
煩
悩
力
強　

而
善
根
力
弱
也　

其
自
力
綿
薄
固
如
是
矣

（
一
表
）

是
故
曠
刼
已
来　

輪
廻
生
死
海　

不
出
火
宅
也　

阿
弥
陀
佛
之

本
願　

蓋
為
之
発
起　

於
無
量
永
刼
之
前　

修
衆
生
成
佛
之
正

業　

成
就
之
曰
南
無
阿
弥
陀
佛　

此
一
句
名
号　

圓
備
萬
善
萬

行　

具
足
一
切
功
徳　

是
故
世
人　

深
信
此
佛
本
願
之
道
理

偏
念
南
無
阿
弥
陀
佛　

則
阿
弥
陀
佛　

将
往
昔
修
成
之
功
徳
授

其
人　

一
旦
得
成
佛
之
正
因　

如
軽
車
駟
馬　

順
風
揚
帆　

安

坐
即
登
彼
岸　

其
節
他
力
也　

功
効
固
如
是
哉　

夫
自
力
者

多
様
劬
労　

而
成
否
不
可
期　

他
力
者　

不
用
些
劬
労　

而
萬



360

『
大
倉
山
論
集
』
第
六
十
七
輯

　
令
和
三
年
三
月

徳
立
即
備
矣　

自
力
之
与
他
力　

其
難
易
相
去
不
啻
天
淵
也

説
譬
説
明
之　

今
有
両
個
人　

相
其
将
呉
淞
去　

而
甲
者
善
疾

走　

乙
者
腰
脚
柔
弱　

難
以
為
伍　

行
数
歩　

乙
者
自
知
其
難

及　

廃
同
去
之
念　

只
茫
乎
亍
彳
焉
而
已　

又
有
人
教
之
曰

（
一
裏
）

若
要
到
呉
淞　

須
乗
火
輪
車
去　

安
坐
當
到
矣　

於
是
乎
乙
者

往
而
坐
車　

火
車
即
開
行　

一
瞬
而
倚
窓
顧
望　

甲
者
瞠
乎
在

後　

乙
者
不
用
些
劬
労　

須
臾
到
了
呉
淞　

是
豈
乙
者
自
力
乎

　

蓋
火
輪
車
之
力
也　

人
其
執
自
力
難
行
乎　

将
依
他
力
易
行

乎　

自
去
思
量
可
也　

但
執
自
力
難
行　

而
不
皈
他
力
易
行

夫
乃
愚
乎　

然
此
愚
也　

猶
為
来
世
之
計　

尚
知
自
愛
之
道

乃
或
可
漸
進　

至
如
不
思
来
世
更
生
之
如
何　

徒
悕
望
僥
倖

而
不
修
道
徳　

不
由
仁
義　

不
暁
因
果
応
報
之
道
理　

則
自
暴

自
棄　

猶
擲
千
金
身
於
餓
虎　

愚
之
甚
矣　

釈
迦
牟
尼
佛
慇
懃

教
示
之　

言
不
豫
修
善　

臨
窮
於
悔　

悔
之
於
後　

将
何
及
乎

　

宜
速
警
覚　

既
皈
他
力
易
行
道　

信
本
願　

念
佛
名
者　

外

則
慈
光
照
護　

無
復
悪
鬼
災
殃
之
患　

故
本
宗
不
用
消
除
灾
殃

（
二
表
）
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之
法　

内
則
佛
智
充
満
識
心　

坐
知
来
世
着
落
処　

故
心
常
有

歓
喜　

而
怡
怡
焉　

是
以
一
世
勤
苦　

若
事
乎
君
上　

若
事
乎

父
母　

若
交
接
乎
長
幼
朋
友　

而
思
念
此
身
既
被
慈
光
照
護

則
如
何
不
道
之
事
是
為
乎　

既
知
有
来
世
快
楽　

則
今
日
有
忿

怒
難
忍
之
事　

皆
得
而
安
之　

當
自
竭
其
本
分　

形
骸
以
報
国

家
父
母　

識
心
以
念
佛
願
深
重　

熙
熈
暭
暭　

自
適
其
天　

則

不
識
不
知
順
帝
之
則
也　

是
故
本
宗
門
徒　

非
必
読
五
車
之
書

而
後
為
門
徒　

雖
目
不
識
丁　

而
内
行
誠
慤　

心
地
光
明　

有

諸
内
者　

必
彰
于
外　

若
子
夏
所
謂
雖
曰
未
学
吾
必
謂
之
学
矣

　

苟
能
如
此　

則
今
世
為
良
民　

来
世
為
聖
衆　

豈
不
快
哉

夫
能
焼
者
火
之
力
也　

能
潤
者
水
之
力
也　

吾
人
能
至
如
此
之

地
位
者　

豈
自
己
之
力
乎　

蓋
阿
弥
陀
佛
大
願
業
力
所
然
也

（
二
裏
）

他
力
易
行
之
大
道　

豈
可
不
皈
依
乎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
洋
馬
福
堂
刻
印

（
三
表
）

※
空
白

（
三
裏
）
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『
大
倉
山
論
集
』
第
六
十
七
輯

　
令
和
三
年
三
月

真
宗
説
教
第
七
号

前
号
説　

成
佛
道
有
難
易
二
種　

由
有
自
力
他
力
之
別
也　

然

猶
未
説
尽　

故
復
詳
申
之　

夫
欲
焼
物
非
火
之
力
則
不
能　

欲

伐
木
非
斧
之
力
則
不
能　

其
理
三
尺
童
子
皆
知
之
矣　

然
若
有

不
由
火
而
欲
焼
物　

不
用
斧
而
要
伐
木
者　

莫
不
其
謂
之
愚
矣

　

曇
鸞
大
師
曰　

愚
哉
後
之
学
者　

聞
他
力
可
乗　

當
生
信
心

　

勿
自
局
外
也　

蓋
此
謂
也　

請
試
思
之　

凡
世
閒
之
事
業

研
究
物
理　

拡
充
人
智　

則
力
可
抜
乎
山　

身
可
翔
乎
空　

精

神
若
徹　

何
事
不
成　

是
以
人
智
済
人
事　

猶
火
之
焼
巨
薪
而

無
遺
也　

然
而
要
以
此
人
智　

而
為
現
前
之
事
則
可　

而
為
身

後
来
世
之
計
則
不
可
也　

猶
欲
以
斧
焼
薪
者
也　

人
智
何
能
為

佛
果
之
資
糧
耶　

弥
陀
佛
智　

洞
観
之
於
因
位
兆
載
永
刦　

以
（
一
表
）

無
漏
真
実
大
悲
心　

而
代
衆
生
修
成
南
無
阿
弥
陀
佛
之
名
号
也

　

此
名
号
萬
善
圓
僃　

萬
徳
具
足
焉　

衆
生
心
信
口
称　

則
阿

弥
陀
佛
本
願
之
力　

便
為
衆
生
成
佛
之
業
因
力
也　

此
即
他
力

矣　

善
導
大
師
此
謂
大
願
業
力
為
増
上
縁　

苟
慮
来
世　

応
速

皈
他
力
本
願
而
称
佛
名
也　

然
有
人
謂
釈
氏
之
有
天
堂
地
獄
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非
実
有
天
堂
実
有
地
獄　

是
勧
善
戒
悪
之
一
術
而
已　

為
愚
夫

之
妄
作
妄
為　

警
惕
其
言
行　

有
識
者
之
前　

無
須
煩
言　

請

試
説
之　

凡
渉
世
出
世
之
諸
善
法　

莫
不
以
勧
善
戒
悪
為
宗
旨

　

諸
悪
莫
作
衆
善
奉
行　

三
世
諸
佛
萬
古
不
易
之
通
教　

是
以

本
宗
所
依
之
大
無
量
寿
経　

亘
人
道
佛
道
今
生
来
世　

而
説
善

悪
勧
戒
懇
切
矣　

世
閒
帝
王
良
法
亦
然　

旌
善
賞
功
刑
奸
罰
悪

　

重
法
律
而
豫
示
善
悪
禍
福　

蓋
是
使
民
去
悪
就
善　

離
人
欲

（
一
裏
）

居
公
道
之
方
術
也　

然
見
国
家
有
牢
獄
刑
罰
之
法　

賞
賢
賜
孝

之
典　

乃
云
是
勧
戒
之
一
術　

政
府
之
虚
喝
耳　

非
有
実
刑
賞　

　

何
憚
之
有　

恣
心
快
意　

不
顧
廉
恥　

一
味
横
行　

殆
至
禍

起
家
亡　

身
受
其
殃　

猶
得
言
国
家
之
牢
獄
是
戯
論
而
已
乎

釈
迦
牟
尼
佛
曰　

當
斯
之
時　

悔
復
何
及　

天
道
自
然　

不
得

蹉
跌　

是
此
之
謂
也　

既
而
此
人
因
犯
重
罪　

身
羈
縲
絏　

多

方
営
脱　

不
能
減
軽
其
罰　

一
旦
臨
刑　

噫
危
矣　

此
人
之
命

懸
於
舉
刀
一
喝
之
閒　

偶
会
大
臣
一
上
罪
疑
惟
軽　

尚
徳
緩
刑

之
奏
王
心
嘉
納　

即
時
出
赦
書　

差
官
乗
快
馬
飛
馳　

伝
王
命

而
來　

寛
宥
其
罪　

即
時
出
萬
死
而
得
一
生
矣　

此
由
大
臣
挽
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令
和
三
年
三
月

回
之
力　

差
官
奉
王
命
而
赦
釈
之　

若
以
罪
人
自
力　

即
百
計

千
方
欲
求
倖
免
不
可
得
也　

惟
王
命
仁
恤
之
他
力　

即
転
殃
為

（
二
表
）

福
只
一
□
閒
耳　

人
由
曠
劫
来　

所
積
累
之
罪
衍　

而
寿
終
神

逝　

下
入
悪
道　

猶
如
囚
人
之
就
刑　

無
復
有
可
救
之
術
矣

独
有
阿
弥
陀
佛
本
願
招
喚
之
勅
命　

可
以
転
危
為
安　

只
要
汝

一
心
念
阿
弥
陀
佛　

守
釈
迦
之
遺
誡　

今
弘
通
本
宗
之
教
法
即

是
也　

若
有
人
深
信
此
本
願
之
道
理　

一
心
称
其
佛
名　

則
此

人
曠
刦
来
之
所
作
罪
愆　

仗
佛
之
光
明　

能
一
時
鎔
銷
之　

阿

弥
陀
佛
永
刦
修
成
之
成
佛
因
行　

直
成
行
者
成
佛
之
業
道
也

出
無
始
之
生
死
海　

而
登
一
如
法
性
之
妙
華
臺　

他
力
本
願
之

功
徳　

其
若
是
広
大
矣　

則
焼
滅
煩
悩
薪　

非
弥
陀
光
明
智
火

則
不
能　

斫
断
生
死
根　

非
本
願
名
号
利
斧
則
不
能　

噫
嘻
夫

聡
明
卓
絶
人
傑　

而
全
仗
自
力
人
智　

猶
不
可
為
来
世
佛
果
資

糧　

況
於
碌
碌
庸
庸
者
乎　

蓋
速
皈
他
力　

称
佛
名　

転
殃
為

（
二
裏
）

福
請
熟
思
旃

（
三
表
）
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」
に
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い
て
（
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邉
）

※
空
白

（
三
裏
）

真
宗
説
教
第
八
号

蓋
力
也
者　

固
無
形
象　

不
可
以
目
視　

不
可
以
耳
聞　

而
亦
可

月
得
而
視
之　

可
耳
得
而
聞
之
也　

論
其
大
者　

則
弥
宇
宙　

遍

六
合　

至
其
小
者　

則
雖
鍼
頭
毫
末
之
間
皆
莫
不
有
也　

是
在
善

用
其
力
者　

不
為
勢
阻　

不
為
物
屈　

則
大
者
得
勢　

則
可
以
包

舉
宇
宙　

雄
飛
四
海　

若
或
失
勢　

則
鯨
鯢
亦
不
能
免
螻
蟻
之
制

　

然
則
力
之
為
用
其
事
可
謂
大
矣　

在
世
間
尚
且
如
此　

況
出
世

法
乎　

是
以
我
佛
教　

於
其
因
道　

説
信　

精
進　

念　

定　

慧

　

五
力　

於
其
果
位　

説
知
是
処
非
処
智
力
等
十
力　

蓋
得
出
生

（
一
表
）

死
海
而
遊
歩
佛
界
之
力
也　

苟
非
有
此
力　

則
不
能
出
火
宅
而
到

□（
築
カ
）土

也　

樊
噲　

張
飛　

世
之
虎
将
也　

隻
手
排
堅
闥　

一
喝
却

百
萬
之
軍　

其
勇
力
可
為
爪
牙
干
城
之
守　

若
運
籌
帷
幄　

指
揮

衆
軍　

决
百
戦
百
勝
之
策
者　

子
房
孔
明
之
智
力
也　

収
攬
其
子

房
孔
明
之
智
力　

而
占
有
全
局
者　

独
漢
高
昭
烈
之
大
力
也　

是

由
気
識
高
遠　

籠
罩
萬
有　

攬
人
之
力
以
為
己
力
而
已　

千
載
人
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令
和
三
年
三
月

称
其
高
智　

不
亦
宜
乎　

曇
鸞
大
師
曰　

愚
哉
後
之
学
者　

聞
他

力
可
乗　

當
生
信
心　

勿
自
局
外
也　

請
試
説
之　

阿
弥
陀
佛

願
之
大
力
者　

有
鏖
塵
数
無
量
之
煩
悩
軍　

而
救
衆
生
於
生
死
海

（
一
裏
）

底　

入
無
為
涅
槃
城
之
妙
術　

是
此
謂
本
願
侘
力　

固
不
労
衆
生

別
作
別
修　

衆
生
唯
信
乎
心　

称
乎
口
之
際　

佛
之
因
力
果
力

輙
為
行
者
大
信
心
業
道
力
也　

是
他
力
可
乗
之
所
以
也　

有
釈
迦

牟
尼
佛
誠
諦
金
言　

亦
有
十
方
諸
如
来
舒
舌
勧
信
之
證
誠　

是
以

天
台
智
者　

法
相
慈
恩　

信
其
他
力
之
可
乗　

而
已
遂
西
方
往
生

　

又
柳
柳
州　

白
香
山
等　

皆
大
雅
鴻
儒　

継
踵
而
願
生
弥
陀
浄

土　

高
僧
名
士
之
願
生
西
方　

紀
伝
之
所
載
不
遑
悉
舉
也　

然
則

上
古
之
賢
哲　

猶
决
自
力
不
可　

而
帰
本
願
他
力　

況
乎
後
世
庸

庸
人　

而
不
信
之
不
帰
之　

則
豈
不
愚
乎　

夫
子
房
也　

孔
明
也

（
二
表
）

是
人
而
已　

人
得
人
之
他
力　

而
能
廓
清
四
海　

而
賛
成
帝
業

況
於
人
得
阿
弥
陀
佛
之
他
力
者
乎　

道
綽
禅
師
曰　

如
十
囲
之
索

千
夫
不
制　

童
子
揮
剣
儵
爾
両
分　

豈
可
得
言
童
子
之
力
不
能
断

策
也　

是
他
力
之
謂
也　

阿
弥
陀
佛
因
時　

洞
観
苦
衆
生　

非
愍
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不
能
脱
煩
悩
繋
縛　

不
可
思
議
永
刧
代
衆
生
修
願
行　

一
切
智
力

成
就
南
無
阿
弥
陀
佛
名
号
也　

善
導
大
師
曰　

利
剣
即
是
弥
陀
名

是
此
謂
也　

衆
生
聞
本
願
名
号
之
道
理　

而
行
持
之
則
此
名
号
之

利
剣　

入
行
者
信
心
之
手　

而
一
念
断
除
無
始
以
来
之
苦
悩　

善

導
謂
之
横
超
断
四
流
矣　

既
而
名
号
利
剣
入
行
者
信
心　

則
行
者

（
二
裏
）

憑
名
号
之
侘
力　

駆
除
煩
悩
衆
害　

而
占
有
無
為
涅
槃
城
之
人
也

　

豈
啻
世
問
萬
戸
侯
哉　

無
上
之
快
楽
非
遠　

□（
随
寿
カ
）□

之
長
短　

纔

問
一
世
耳　

可
不
歓
喜
乎　

是
故
真
宗
行
者　

胸
裏
常
有
春
風

而
身
体
温
和
也　

難
忍
之
忿
怒
能
忍　

而
不
失
忠
信　

難
慎
之
私

心　

能
制
而
不
企
非
望　

孜
孜
淳
淳　

奉
王
法
之
憲
典　

娯
室
家

之
和
楽　

至
以
終
天
年　

則
豈
不
二
諦
両
全
之
好
君
子
哉　

是
行

者
一
念
信
心　

占
有
阿
弥
陀
佛
之
無
量
力
故　

其
他
力
信
心
之
力

　

無
可
目
視　

而
発
之
行
者
之
言
行　

則
歴
歴
了
了
可
復
視
而
称

誉
也　

噫
他
力
信
心
之
益　

可
不
欽
慕
哉　

請
世
之
君
子　

注
意

（
三
表
）

熟
思
焉
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令
和
三
年
三
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
海
新
北
門
内
謝
潤
卿
刊

（
三
裏
）

真
宗
説
教
第
九
号

如
来
所
以
興
出
世　

難
説
弥
陀
本
願
海　

五
濁
悪
時
羣
生
海　

応

信
如
来
如
実
言　

此
是
日
本
親
鸞
大
師
偈
也　

各
位
善
男　

善
女

　

請
且
諦
聴
焉　

釈
迦
牟
尼
如
来　

何
為
而
出
世　

何
為
而
棄
王

位　

捨
妻
子　

而
茹
苦
含
辛　

行
諸
難
行
乎　

曰　

如
来
出
世

蓋
有
一
大
事
因
縁　

何
謂
大
事
因
縁　

即
是
説
弥
陀
本
願
也　

経

曰　

如
来
以
無
益
大
悲　

矜
哀
三
界　

所
以
出
興
於
世　

光
闡
道

教　

欲
拯
羣
萌　

恵
以
真
実
之
利
耳　

噫
弥
陀
本
願　

極
広
大

極
深
遠　

無
佛
可
比　

且
譬
海
以
喩
其
萬
一
而
已　

問
如
何
深
遠

（
一
表
）

乎　

曰　

過
去
十
刼
之
昔　

有
王
其
王　

施
仁
行
義　

撫
孤
恤

　

棄
国
損
王　

出
家
為
僧　

其
名
曰
法
蔵　

発
無
上
道
心　

五
刼

思
惟　

永
刼
修
行　

遂
果
成
佛　

現
今
弥
陀
如
来
是
也　

其
修
行

　

甚
苦
忍
毒　

不
為
自
也　

代
一
切
衆
生
為
之　

五
岳
雖
高　

蒼

海
雖
深　

比
弥
陀
慈
悲　

卑
且
浅
矣　

問
如
何
広
大
乎　

曰　

弥

陀
如
来
誓
願
曰　

十
方
衆
生　

称
我
名
号　

下
至
十
声
一
声　

若
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不
生
者　

不
取
正
覚　

言
十
方
者　

不
論
中
国
日
本　

南
海
北
洋

舟
車
所
至　

日
月
所
照　

天
所
覆　

地
所
載　

若
男
若
女　

若
飛

禽　

若
走
獣　

苟
来
聞
本
願　

一
声
南
無
阿
弥
陀
佛
者　

其
生
也

（
一
裏
）

　

昼
夜
護
念　

其
死
也　

抜
苦
与
楽　

必
到
浄
土　

即
證
大
覚

豈
不
広
且
大
乎　

但
言
聞
者　

非
徒
聞　

須
聞
本
願
生
起
本
末

此
経
即
無
量
寿
経
也　

阿
弥
陀　

是
天
竺
語　

中
国
訳
曰
無
量
寿

　

然
則
無
量
寿
経　

是
阿
弥
陀
経　

在
阿
弥
陀
経
中　

言
道
教
者

　

惣
指
一
代
佛
教　

言
真
実
之
利
者　

別
指
弥
陀
本
願　

経
曰
光

闡　

偈
曰
説　

相
同　

第
三
句
五
濁
悪
時
羣
生
海　

五
濁　

一
曰

濁　

二
曰
見
濁　

三
曰
煩
悩
濁　

四
曰
衆
生
濁　

五
曰
命
濁
是

也　

請
看
今
時　

人
情
漓
薄　

見
忠
為
愚　

見
善
卻
笑　

君
子
甚

少　

小
人
甚
多　

顔
子
屢
空　

孔
子
遭
厄　

自
古
而
然　

況
今
不

（
二
表
）

如
古
乎　

噫
五
濁
悪
時
哉　

経
曰
羣
萠　

偈
曰
羣
生　

羣
生
与
衆

生
一
般　

衆
生
有
二
義　

一
曰
衆
縁
和
合
義　

一
曰
衆
多
生
死
義

　

此
死
彼
生　

三
界
六
道　

展
転
受
生　

所
謂
十
善
生
天　

五
戒

生
人　

而
天
上
之
寿
有
限　

人
間
之
命
不
長　

盛
者
必
衰　

会
者
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令
和
三
年
三
月

常
離　

上
自
王
矦　

下
至
匹
夫
匹
婦　

皆
不
能
免
焉　

十
界
中
除

卻
佛
界　

地
獄　

餓
鬼　

畜
生　

修
羅　

人　

天　

声
聞　

縁
覚

　

菩
薩　

皆
摂
衆
生
中　

故
加
海
字　

以
形
其
広
大
也　

第
四
句

応
信
如
来
如
実
言　

此
是
親
鸞
大
師
勧
信
言
也　

龍
樹
菩
薩
曰

若
人
種
善
根　

疑
則
華
不
開　

信
心
清
浄
者　

華
開
即
見
佛　

請
（
二
裏
）

看
無
信
人　

一
味
詐
偽　

為
子
不
孝　

為
臣
不
忠　

臣
欺
其
君

子
欺
其
父　

兄
弟
相
欺　

夫
婦
迭
誑　

貪
欲
奪
目　

瞋
恚
失
身

愚
癡
喪
心　

貴
宦
不
貴　

高
位
不
高　

経
曰　

如
是
之
悪　

著
於

人
鬼　

日
月
所
見　

神
明
記
識　

故
有
三
塗　

無
量
苦
悩　

可
畏

人
之
無
信　

朋
友
疎
之　

親
戚
背
之　

孔
子
曰　

民
無
信
不
□

（
立
カ
）

凡
衆
悪
之
本　

皆
来
自
無
信　

経
曰　

言
行
忠
信
表
裏
相
応　

真

宗
有
規　

即
履
行
此
釈
迦
之
遺
誡　

其
一
章　

政
府
保
護
吾
人

使
吾
人
安
其
業　

須
尽
臣
民
務　

其
二
章　

孝
養
父
母　

敬
事
師

長　

莫
忘
子
弟
分　

其
三
章　

朋
友
相
共
扶
助　

長
者
兄
礼　

少
（
三
表
）

者
弟
愛　

莫
失
信
義　

大
哉
信
也　

佛
法
大
如
海　

惟
信
能
入
門

　

故
最
重
信　

我
等
現
是
澆
季
之
人　

智
慧
眼
盲　

戒
行
腰
腳
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萎
而
不
伸　

大
聖
金
言　

如
如
実
実　

至
心
信
楽　

一
声
南
無
阿

弥
陀
佛　

全
仗
佛
力
提
撕　

横
超
生
死
大
海　

必
往
生
浄
土　

現

生
定
得
諸
般
益
処　

将
来
受
無
漏
法
界
快
楽　

唐
朝
善
導
和
尚
曰

　

道
俗
時
衆
等　

各
発
無
上
心　

生
死
甚
難
厭　

佛
法
遇
難
欣

共
発
金
剛
志　

横
超
断
四
流　

願
入
弥
陀
界　

皈
依
合
掌
礼　

時

難
復
得　

法
難
再
遇　

各
位　

善
男
善
女　

仰
聞
釈
迦
金
言　

一

心
誠
信　

弥
陀
本
願　

請
莫
迷
岐
路�

上
洋
新
北
門
内
謝
潤
卿
刊
字

（
三
裏
）

※
以
上






